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プロローグ












人けのない静かな砂浜に、少女は何時間も前から立っていた。


目の前に広がる暗い海にも、後ろで待ち構える深い闇やみにも足が出ず、ただただ時が過ぎていくのを待っていた。


いっそ、このままずっと立ち止まっていようか。


そんな考えが頭に浮かび、少女は自嘲じちょう気味に笑った。


けれど、ふと波打ち際に視線を落とした時。


あるものが視界に入り、虚ろだった彼女の目が丸くなる。


「小瓶びん……？」


視線の延長線上では、小さなガラスの瓶が無造作に転がっていた。


どこからか流れてきたのだろう。


中には、クルクルと巻かれた紙が入っている。


少女はコルクを抜いて、瓶を逆さまにした。


出てきた紙を月明かりで照らす。


誰かが書いた手紙のようだ。





それは、こんな言葉から始まっていた。





『全てを信じられなくなったあなたへ───……』












１　キッカケ












絶対に裏切らない存在なんて、この世には無いのかもしれない。


私がそんな考えを持つようになったのは、一か月ほど前の、ある出来事がキッカケだった。


父の武史たけしと母の加か代よは、近所でも評判になるくらい仲がいい夫婦で、ドラマのような大恋愛の末すえに結婚したのだと、親戚から聞いた記憶がある。


そんな二人の愛情を受け、私と妹の千鶴は育ってきた。


休みの日には家族で色んな所へ遊びに行き、笑い合い、たまに喧嘩けんかしてもすぐに仲直りする。


そんな、絵に描いたような家庭。


あのメールを見るまでは、これからもそんな幸せな生活を送っていけると、信じて疑わなかったんだ。





───……。





外の寒さから解放された私は、暖房によって作られた暖かさにホッとしたあと、ブーツを脱ぎ捨てて洗面所に駆け込んだ。


何となく鏡を見て、もう少し明るい色に染めようかと数分悩み、結局今が一番無難だという結論に達した。


地味でもなく、派手でもないし、童顔でも、老け顔でもない。


つまりは、見るからに平凡な大学生───というのは、私が自分に下した評価だ。





化粧を落として部屋に入ろうとした時、お父さんがトイレから出てくるのが見えた。


「あっ、お父さん！」


ちょうど良かったと心の中で思いながら声をかけると、お父さんは石鹼せっけんの香りを漂わせて振り返った。


「ああ、おかえり。瀬せ奈な」


さっきまでお風呂に入っていたんだろう。


その証拠に、白髪混じりの髪は僅かに湿っている。


「ねぇ、携帯貸してくれない？」


「ん？　自分の携帯があるだろうが」


「今、修理に出してるの。だからお願い！」


そう言って顔の前で両手を合わせてみせると、お父さんは渋々携帯を貸してくれた。


「ありがとう！」


家に帰ったら彼氏の冬真とうまにすぐメールをすると約束をしていた私は、急いで携帯を開けた。


いつもなら家まで送ってくれるのだけど、急にバイト先から連絡が来て、駆けつけなければならなくなったのだ。


『ごめん！』と何度も謝る冬真の声がまだ耳に残っていて、それだけで幸せな気持ちになった。


一度、夜道で変な人に声をかけられたという話をしてから、冬真はすごく心配してくれる。


そんな彼の優しさが大好きだった。


折り畳み式の携帯を開いている時、お父さんがチラチラと視線を送ってきている事に気がついた。


相手が気になるのかな？


そんな風に考えながら、早速画面と睨にらめっこする。


慣れないボタンの位置に苦労しながらも、どんどん打ち進めていく途中で、私は手を止めた。





古い機種でなければ、大抵は付いている機能。


───予測変換。


最近打った文章を携帯が覚えていてくれて、それが順番に変換の一覧に表示されるというものだ。私は『駅』と打とうとしていた。


自分の携帯なら、『え』と打った時点で『駅』と出てくるけれど、お父さんのは違った。


『Ｈ』


それが最初に出てきた文字だった。


まさかとは思った。


けれど、確かめずにはいられなかった。


予測変換を、一文ずつ繫げていく。


『Ｈ』


『したいな』


『。』


『マイちゃん』


『、』


『今度は』


『いつ』


『会える？』





愕然がくぜんとは、まさにこの事をいうのだろう。


お父さんが浮気をしていたという事実は、どんな記憶や経験よりも、私を傷つけた。





「お母さん……っ」


張り裂けそうな胸の痛みをかかえて、私は涙ながらに訴えた。


お母さんに話す決心をするまでの数日間、どれほど悩んだ事か。


私があの話を打ち明けてしまえば、家族の関係を自ら壊してしまう事になるかもしれない。


分かっていたけれど、自分の胸の内にしまってはおけないほど、私にとっては大きな事件だった。


もしくは、どこかで理解していたのかもしれない。


あのメールを見てしまった瞬間に。


もう、二度と元には戻れないのだと。


「お母さん。お父さん、浮気してる……」


部屋で勉強している千鶴ちづるには聞こえないよう、私は声を押し殺して泣いた。


お母さんはどんな反応をするだろう。


怖くて、顔を直視する事が出来ない。


そんな私の手に、お母さんは自分の手を重ねた。


優しい、お母さんの手。


「知ってるよ、瀬奈。お母さん、ずっと前から知ってたんだよ」


お母さんは、私よりもずっと前に気づいていた。


気づきながらも、私や千鶴の事を考えて我慢していたんだ。





「瀬奈、いいの？　本当に……」


「いいよ」


「千鶴は？」


「うん。いいよ」


お母さんは時間をかけて離婚を決意した。


私がお父さんの浮気を知ってしまった以上、一緒に暮らすのは精神的に辛すぎるという結論に至ったのだ。


千鶴も、浮気の話を聞くとあっさり承諾した。


あとは、お父さんが離婚届けにサインをすれば、離婚は成立する。


浮気をしたという確たる証拠は、私がお母さんに貸したデジカメの中。


「あなた？　話があるんだけど」


お母さんが、離婚届けを持ってリビングへと入っていく。


私と千鶴は、それぞれ自分の部屋で息をひそめていた。


これから話し合いが始まる。


そう思って身構えていたのに、予想外の事が起こった。


お母さんが血相を変えて、私の部屋に駆け込んできたのだ。


「お父さんがいない……さっきまではいたのに」


「えっ!?」


「それで、机の上にこれが」


お母さんの手は震えていた。


差し出された紙の束を受け取った瞬間、私の目の前は真っ暗になった。





───お父さんは消えた。


いつのまにか会社も辞めていて、携帯も繫がらなくなっていた。


身代わりのように残されていたのは、大量の請求書。


私達は、借金まみれの生活を余儀なくされたのだ。





────……





雰囲気がいいと評判のカフェ・フレスコも、私の話のせいで台無しだった。


天井から垂れ下がった、暖色系の光を放つランプが、テーブルの上に並べられた食器を照らす。


「……えっ？」


コーヒーカップに伸ばそうとしていた手を止め、沙さ也やは食い入るような目つきで私を見た。


その視線から逃れるように俯うつむき、運ばれてきたミルクレープを、フォークで一口サイズに切る。


表面にかかっていたパウダーシュガーが、パラパラとお皿の上に落ちた。


「新井あらい君と別れた？　な、何で？」


新井、というのは冬真の苗字だ。


当事者である私よりも、沙也の方が動揺しているように見えた。


それも仕方ないと思う。


だって沙也は、私が冬真と付き合い始めた頃、つまり中学生の時からの知り合いで、私達が上手くいっていた事を、誰よりもよく知る人物だから。


「あんなにラブラブだったじゃん！　私、絶対に……二人は……」


沙也は大きな瞳に、たっぷりと涙を溜めた。


「ご、ごめん、沙也。急にこんな話して」


涙もろい沙也は、嬉しくても悲しくても、すぐに泣いてしまう。


私が、ずっと好きだった冬真に告白され、恋が叶ったと報告した時も、こんな風に泣いてくれたっけ。沙也は私が手渡したハンカチを受け取り、ギュッと握りしめた。


「ケンカ、したの？」


「ううん。……私が、一方的に振ったの」


少しの間を置き、沙也は再び「何で？」と声を震わせた。


私は言葉に詰まった。


この心情を、どうやって表わせばいいのか、分からなかったから。


ただハッキリと言えるのは、これからは恋なんて絶対にしないと決心したという事。


「もう、私には無理だよ」


フォークに載せていたミルクレープが、ころりと落ちる。


「え？」


「恋愛なんて、無理。だって……」


相手を信じる事が出来ない私に、人を好きになる資格なんて無いと思うから。


「それからね」


まだ瞳を潤ませている沙也に、おずおずと切り出す。


それは、冬真との別れ話よりも言いづらい事だった。


「何？」


「私……大学、やめる」


沙也は絶句した。


すっかり存在を忘れられた彼女のコーヒーからは、もう湯気がたっていない。


私のミルクレープも、一口サイズに切られ、転がったままだ。


「お金無いから、働くの。授業料とか、到底払っていけないし」


「そんな……」


「ごめん、沙也」


溢れ出しそうになる涙を、必至に堪こらえた。


ここで泣いてしまうと、止まらなくなりそうだった。





私なんてまだマシな方。


千鶴は、高校を辞めなければいけない。


つまり、最終学歴が中卒になってしまうのだ。


この学歴社会で生きていくには、とても厳しい。


お母さんは、私達には気づかれないようにしているけど、夜な夜な部屋でこっそりと泣いている。


辛いのは私だけじゃないんだ。


涙腺がゆるんだ時には、いつも自分にそう言いきかせる。


「ひどいよ、瀬奈のお父さん。こうなる事が分かってたはずなのに、どうして借金を残していなくなったの……」


沙也は私の家の事情を全て知っている。


唇を嚙む姿に、胸が痛んだ。


「家族の事なんて、どうでもいいんだよ。きっと」


お父さんがいなくなった本当の理由は、分からない。


でも、私達に全てを押し付け、捨てたという事だけは確かだ。


お父さんもお母さんも、付き合っている時や結婚する時は、まさかこんな事になるなんて、夢にも思わなかっただろう。


“一生愛し合おう”なんて誓いは、びっくりするほど脆もろかった。


人間なんて、移ろいやすいものだ。


簡単に心変わりをし、初心を忘れて、間違いを犯す。


小説やドラマとは違って、現実はこんなもの。


だから私は、そんな思いをするくらいなら、恋愛なんていらないと思った。


すごく自分勝手な理由だと思うけれど、それが本音。


だから、冬真の事も嫌いになったわけじゃない。


ただ、信じられなくなってしまっただけ。


男という存在と、恋愛そのものが。





「瀬奈」


沙也は、細々とした手で私の手を包み込み、真剣な眼差しで見つめてきた。


その濡れた瞳に、私の化粧っ気の無い顔と、艶を失ったストレートの髪が映り込む。


少し前までなら、私も今の沙也のようにバッチリと化粧をし、丁寧ていねいに髪を巻き、出来る限りのお洒落をしていたのに。





「私に出来ることがあったら、何でも言ってね。それと、辛かったらすぐ電話して。飛んでいくから」


「沙也……ありがとう」


沙也の優しさが、いつも以上に身にしみた。


今、私が心から信頼できるのは、沙也だけだ。












２　新たなスタートと青い傘












大学を辞めた私に、現実は厳しかった。


仕事を探そうにも、大体条件に大卒とあるのだ。


学歴じゃなく、能力を見てほしい！と、胸を張って言えるほどのスキルも無い私。


仕方なく、派遣会社に登録する事にした。


お母さんは病弱で、あまり長時間は働けず、週２回のパートで精いっぱい。


妹はファストフード店で、自給800円のバイト。


ちゃんと稼げるのは、私しかいなかった。





「おはようございます……」


私は恐々と、事務室と書かれた扉を開けた。


派遣会社に紹介されたのは、事務の仕事だった。


結構新しい会社らしく、オフィスはとても綺麗きれいに見える。


時給は1300円。交通費全額支給。


悪くはない。


「あぁ、新しい子？」


「はい」


一番手前に座っていた、仏頂面の女性が私に気がついて声をかけてきた。


今時珍しい、銀縁の眼鏡をかけている。


「まぁぎりぎり遅刻ではないけど、次からはもう少し早く来て下さいね。新人なんだから」


「す、すみません」


いきなりの厳しい口調に、肩をすぼめて謝る。


「えっと、高木たかぎ瀬奈です。よろし……」


「そんなのいいから、さっさと奥の部屋に行って。他の子達はみんな揃ってるわよ」


気を取り直して自己紹介をしようとするも、途中で遮られてしまった。


オフィスから、クスクスと小さな笑い声が聞こえてくる。


恥ずかしさに、顔が赤くなっていくのを感じた。


何もかもが初めてで、不安しかなかった。


だけど職場に頼れる人はいない。


私一人の力でやっていかなくちゃならないんだ。


私は鞄の持ち手を握り締めると、早足で指定された扉の前まで行き、そっと開けた。


中は会議室のような感じで、広々としていた。


正面にはホワイトボードがあるけれど、まだ何も書かれてはいない。


部屋のほとんどを占領しているのは、縦に長い机。


その周りに置かれたパイプ椅子に、三人の女性が座っていた。


みんな私と同い年くらいか、少し上に見える。


視線が集中する中、私は頭を下げた。


「お、おはようございます」


「おはようございます」


三人共が、軽く会釈をしてくれる。


少しだけホッとして、空いていた席に腰かけようとした瞬間、誰かが部屋に飛び込んできた。


まるでモデルのようなスラリとした体形と、美しい容姿を持つ女の子だ。


思わず見とれていると、首から下げているＩＤカードで、この子も同じ派遣社員だという事が分かった。


全体的に派手で、この場では少し浮いているように思える。


ていうか、さっきの銀縁眼鏡の人、他はみんな来てるって言ってたのに。


派遣社員の事は、あまり把握していないんだろうか。


「おはようございます！　まだ、始まってませんよね!?」


まるでアニメの声優のような高い声。


しかもよく通る。


「まだですよ。担当の方が来ていないみたいで」


一番年長っぽい女性が、時計を覗き込みながら言った。


「そうですか！　良かったぁ。あっ、あたし、静しず谷たに美み里さとです！よろしくお願いしまーす」


にっこりと笑いながら、静谷さんは私の向かい側に座った。


マスカラで固められたまつ毛が、せわしなく上下する。


暫しばらくして、丸い瞳が私を捉えた。


「あのぉ、同い年くらいだよね？　名前、何て言うの？」


「高木瀬奈です」


「へぇ、可愛い名前！　瀬奈って呼んでいい？」


何だか積極的な子だ。


でも、嫌な気とかは全然しなかった。


一人だけ職場に馴染めなかったらどうしようと、不安だったからかもしれない。


「うん、いいよ」


「良かったぁ！　あたしの事も美里って呼んでね」


笑顔で頷うなずいた私に、美里はパッと顔を輝かせた。


「こういう仕事、初めてだから不安なの。瀬奈は？」


「私もだよ。全然自信無い」


美里も私と同じ未経験者なんだと思うと、安心した。


お互いに助け合ったりして、仕事が格段にやりやすくなりそうだ。


これからの事についての会話に花を咲かせていると、ゆっくりと扉が開いた。


入ってきたのは、たくさんの資料を持った社員の男性だった。


何も言われていないけど、多分この人が私達の教育係なんだろう。


他の派遣社員に一足遅れをとって、私も立ち上がる。


「おはようございます」


「遅くなって申し訳ない！」


社員の男性は威勢よく謝ると、机の上にどさりと資料を置く。


その時に初めて、陰に隠れていた顔を見る事が出来た。


想像していたよりずっと若い。


新人教育をするくらいだから、もっと厳しそうなおじさんなのかと思っていたけど、結構カッコいいし、スーツは似合っていて爽やかだし、女の子にモテそうな気がする。


実際、部屋の雰囲気が一気に色めき立った。


私だけが、ぎゅっと拳を握り締め、俯いていた。


男性恐怖症とまではいかないと思っていたけど、知らず知らずの内に、男性というだけでどこか怖がっている自分がいた。


「いやー、これ集めてたら時間かかっちゃいましてね。もう時間過ぎてるし、早速ですが説明に入らせて頂きます」


予定時間を10分オーバー。


この仕事は10分単位で給料がつくと聞いていたけど、さっきまでの時間も勤務時間に入れてもらえるんだろうか。


そんなセコイ事を考えながら、私は持ってきた小さなノートとボールペンを取り出した。


「あ、申し遅れました。安やす村むら健けん一いちです。皆さんの指導を任されてます。分からない事とかあったら気軽に聞いて下さいね」


安村さんは口角を上げて微笑み、私達を見まわす。


子供のようなキラキラとした瞳が、やけに印象的だった。





結局、説明だけで終わった今日一日。


だけど私も美里も、帰る頃にはクタクタだった。


なんせ、覚える量が多すぎる。


持ってきていたノートは、見事に細かい字で埋め尽くされていたし、鞄の中は渡された資料でパンパン。


朝とは比べモノにならない重さに、肩が痛くなるほどだ。


ただ、安村さんの説明は上手だったと思う。


普通なら、見るだけで目まいを起こしそうなこの膨大な量の情報や基礎知識も、何とか大まかに理解する事が出来た。


あとは自分の努力で、少しずつ身につけていくだけ。


「疲れた……。あたし無理かもぉ、この仕事」


美里は藍色に染まった空を仰ぎ、溜息ためいきを吐いた。


段々肌寒くなってくる、この季節。


道行く人の格好も、秋物に変わりつつある。


突然吹いた冷たい風に、道路に落ちていた葉が舞い上がった。


「絶対覚えられないもん」


「資料とか多いよね。こんなにたくさんあると思わなかった」


私の言葉に、美里はピクリと反応する。


そして探るような目つきで私を見てきた。


「今日中には覚えられないよねぇ？　瀬奈も」


「うーん、全部は無理だと思うけど……」


そう言うと、美里は顔を輝かせた。


二つに結わえたフワフワの髪から、バニラの甘ったるい匂いがする。


「良かったぁ！　あたし、今日これからデートなんだよねー。覚えてる暇なんてなぁい」


「あ、そうなんだ」


あれだけヘバっていたのに、デートへ行く気力はあるんだ。


と、心の中でツッこんでみる。


同時に、だからこんな派手な格好をしていたのかと納得した。


「じゃあね、瀬奈。あたしこっちだから」


「うん。じゃあ、また明日」


美里の後ろ姿が人込みに消えたあと、私は時計を覗き込み、急いで改札口へと向かった。


早くスーパーに行って買い物をしないと、30パーセント引きのシールを貼られた商品が無くなってしまう。


美里は彼氏とデート。


私は激安スーパーで、値引き商品探しの旅。


何て違いなんだろう。


自分でも笑っちゃうくらいに呆れた。





「またオムライス─？」


食卓に並べられた夕食を見て、千鶴が不満げな声を上げる。


私は野菜を切る手を止め、上半身をひねった。


「だって卵が安かったんだもん」


「どうせチキンとか入ってないんでしょ。飽あきるよ」


「サラダもあるよ」


千鶴はますます不機嫌そうな顔をした。


次にくる言葉は、簡単に予測出来る。


「それも飽きた！」


「文句あるなら、自分で用意して作って」


私は厳しい口調でそう言うと、お皿と残り少なくなったドレッシングを取り出して、テーブルの上に置いた。


色んなものを作ってやりたい気持ちは、山々だ。


まだ成長期だろうし、同じものばかりだと体に悪いだろうし。


だけど、今はこれで我慢してもらうしかない。


「私の給料が入れば、もう少しマシなもの作ってあげるから」


すっかりふて腐れてしまった千鶴に、ポツリと呟く。


暫くして、玄関の方から鍵が開く音が聞こえた。


お母さんがパートから帰ってきたのだ。


「ただいまー」


「おかえり」


お母さんは疲れた様子で鞄を置き、椅子に座った。


───最近、グッと老けて見えるようになったお母さん。


数々の苦労が、皺しわになって現れている気がした。


「ご飯してくれてたんだね。ありがとう」


「うん。簡単なのでごめんね」


私はそう言いながら、チラッと千鶴に視線を向けた。


まだ怒っているらしく、無言でオムライスを口に運んでいる。


溜息を吐きそうになるのを、懸命に堪えた。


思春期ってみんなこんなものだよってお母さんは言っていたけど、千鶴は特に酷ひどい気がする。


だけどそれは仕方ない、とも思う。


父親が借金を残して出て行って、学校へ行けなくなって、みんなが遊んでいる中、一人バイトをして。


高校生の子にはキツイ境遇だ。


食事の片づけと、お風呂を済ませたあと、私は部屋にこもって貰ってきた資料を広げていた。


書類の扱い方や、電話対応の仕方など、様々な項目がある。


これを一日で覚えるなんて到底不可能だけど、やれるだけやってみよう。


『社員登用の可能性あり』


それを安村さんの口から聞いた時、やった！と心の中で叫びそうになった。


もし、能力を買われて、社員になれたらどれほどいいだろう。


いつクビになるかわからない派遣と違い、保証があるから安定するし、ボーナスがあるから、年収も確実に上がる。


お母さんや千鶴も、きっと喜んでくれる───。


その為だったら、どんな努力も惜しまない。


「……よし」


私は髪をくくって気合を入れてから机に向かい、必死にマニュアルを叩きこんだ。





翌朝、目の下に出来てしまったクマを安いコンシーラーで必死に隠し、家を出る。


空には黒い雲が広がっていた。


天気予報によると、午後から大雨が降るらしい。


鞄の中には、小さな折り畳み傘を入れている。


そして昨日の経験を踏まえ、紙袋も持ってきた。


色々な資料を貰った時、これがあった方が便利だと考えたのだ。


「おはようございます！」


「おはよう」


昨日は少し遅れてしまったけど、今日は一番のりだ。


それだけで、全然気分が違ってくる。


「あ、おはよう。早いねー」


奥の部屋から、安村さんが出てきた。


今日も何か資料を持っているけど、昨日ほどの量じゃない。


「えっと、高木……瀬奈さんだっけ？」


「はい」


「瀬奈って、何か綺麗な名前だよね」


安村さんはそう言って、目を細めて笑った。


「君に似合ってる」


僅かに上がる口角。


笑った時にだけ、目じりに出来るシワ。


親しみやすい、惹ひきつけるような笑顔。





この人は危ない。


一瞬で、そう悟った。





「い、いえ！」


私は力強く頭を振った。


「そんな事ありません！」


みんなが私に注目をした。


安村さんも少し驚いた様子で目を丸くしている。


「そんなに否定しなくても」


やだ。涙出そう。


私は俯いて顔を隠した。


安村さんの手が、肩に伸びてくる。


けれど、それが触れる前に、後ろで足音がした。


扉が開き、今日もバリバリに化粧をした美里が入ってくる。


さすがに、服装だけは昨日よりも少し大人しめだ。


「おはよーございます！」


「あぁ、おはよ」


安村さんは手を引っ込めて、何事も無かったかのような笑顔を浮かべた。


だけど私の様子で、その変な雰囲気を悟ったのか、美里は眉間にシワを寄せた。


「二人で何話してたんですかぁ？　あやしーい」


「何でもないよ」


私は大慌てで否定した。


必死に平静を取り繕い、荷物を置く。


美里は明らかにまだ納得していなかったけど、入ってきた他の派遣社員を見て、追及をやめた。


ホッと息を吐く。


今は安心だけど───これは昼休みまでに言い訳を考えておかなければならないだろう。


仕事以外にも考える事が増え、私はうんざりした。


「では、昨日ご説明したパソコンの操作なんですけれども、順序通りにやってみて下さい。皆さんがこれから使うファイルとデータを作成していきますので」


安村さんが、席に着いた私達の間をウロウロしながら声を上げる。


まるで、小学校の授業みたいだ。


今日は二人がかりでの指導らしく、昨日の銀縁眼鏡の女性も、私達がミスをしないかと目を光らせている。


後ろからじっと見られていると正直とてもやりづらいけど、まさかそう口に出すわけにもいかない。


私は緊張しながらも、覚えてきた通りにパソコンを起動させ、仮のＩＤとパスワードを入れた。


「瀬奈ぁ」


隣に座っていた美里が、泣きそうな声で助けを求めてきた。


「どうやるの？　ＩＤとか、何で知ってるわけ？」


「昨日渡された紙に書いてあったでしょ？　ほら、一枚だけ小さいやつ」


「昨日の？　持ってきてない……」


美里の言葉に、私まで焦ってしまう。


昨日の資料の一部は、今日使うから必ず持ってきてと言われていたのに。


「瀬奈知ってるんでしょー？　教えてよ」


「一人ひとり違うから、分かんないよ」


困ったようにそう言うと、美里は更に不安げに顔をくしゃくしゃにした。


助けてあげたいけど、私にはどうする事も出来ない。


「あの、安村さん」


手を挙げて、安村さんに助け船を求める。


「はいはい」


「静谷さんが、ＩＤ書いた紙を忘れちゃったみたいなんですけど……」


「あー……ちょっと待って下さいね」


安村さんは手に持っていた分厚いファイルを開き、細かい文字の羅列られつを指で辿り始めた。


他の人はメニュー画面にまで行きついたらしく、黙って美里と安村さんを眺めている。


「っと、これかな。はい、これ見て入力して」


「すみません」


「資料、全部持ってこなかったとか？」


「はい」


うわーと言いながら、安村さんは額に手を当てた。


そんな彼に、美里は唇を尖らせた。


「でも、持って来いなんて言われてないし」


「え？　いや、僕言いましたよ。ね？」


同意を促され、私は小さく頷く。


美里は目をまん丸くした。


本当に聞いていなかったらしい。


「まぁ、今言っても仕方ないな……。次からは持ってきて下さいね。今日は高木さんに見せてもらって下さい。個人によって違うものについては、こちらがサポートしますので」


「は、はい」


美里は小さくなって返事をした。





資料のファイルを美里に見せながら、次の操作をしていく。


美里は昨日言った通り、何も覚えてこなかったみたいで、何度も何度も質問してきた。


結局今は何をやってるの？と聞かれた時には椅子からずり落ちそうになったけど、根気強く答え続ける。


私達のデータファイルは他の人よりも早く出来上がり、最後に完了ボタンをクリックした。


ひとまず安心して顔を上げると、安村さんが感心したように私の画面を覗き込んできた。


「あ、もう出来てる。高木さん、パソコンに詳しいんですか？」


「いえ、全く駄目なんです」


私は苦笑いを浮かべて言った。


「人より全然出来ないから、資料を見て必死に覚えただけで……」


「あっ、勉強してくれたんですか！」


安村さんの顔がパッと輝く。


「あれ、俺が作ったんすよ。いやぁ、何か嬉しいな」


ずっと敬語だったのに、少し柔らかくなっている。


私的には、こっちの方が堅苦しくなくて好きだ。


「静谷さんも高木さんを見習って、ちゃんと覚えてきて下さいね」


「……はい」


安村さんは、美里が一回クリックするごとに私の画面を覗き込んでいたのを、見ていたんだろう。


だけどキツイ言い方じゃなかったから、別に怒っているわけでもなさそうだ。


単純な私は褒ほめられた事が嬉しくて、もうすでに作業が終わっている画面を何度も見返した。


案ずるより産むが易しっていうし、意外とやれるかもしれない。


そんな事を考えていると、隣から鋭い視線を感じた。


美里だった。


背筋がゾッとするような表情で、私を睨みつけている。


安村さんが他のパソコンを覗きに行ったのを確認して、美里はいつもよりワントーン低い声で呟いた。


「覚えないって言ったくせに」


キーボードにそえていた手が汗ばむ。


突然の事すぎて、思考がなかなか追いつかない。


「私……覚えないなんて言ってないよ。全部は覚えられないって言っただけ」


「でも、安心するじゃん。そう言われたら、私も覚えなくていいやぁって思うじゃん」


「そ、そんな事言われても」


「もういいよ。あたし、今日覚えるからぁ」


美里はツンとして私から顔をそむけた。


一方的に怒られた上に話を中断され、正直イラッとくる。


だけど、今は仕事中だ。


学生じゃあるまいし、喧嘩している場合ではない。


私は無理やり意識をパソコンに向け、次の作業に集中した。





「安村さんって、かっこ良くない？」


「うんうん。好青年って感じ」


「優しいしねー」


更衣室の中から聞こえてくる会話。


トイレに行っていた私はノックをしてから扉を開け、間から体を滑り込ませた。


パソコンの作業が終わってからは、ずっと私と離れていた美里が、一番奥で着替えをしている。


一番手前のロッカーなのに、私の隣だからと避けているんだろう。


そこまで彼女の機嫌を損ねてしまっているとは思っておらず、ちょっとショックを受けながらロッカーのカギを取り出そうとポケットに手を突っ込んだ。


けれど、いくら探っても固い感触が伝わってこない。


「……あれ？」


思わず声をあげ、ポケットをひっくり返してみる。


けれど、やっぱり無い。


確かにここにしまったはずなのに。


どこかで落としたんだろうか。


「あの、すみません。ロッカーのカギを落としちゃったみたいなんですけど、見ませんでしたか？」


私は顔を上げ、美里と他の三人を見まわした。


───答えは返ってこない。


代わりに、冷たい視線が私に集中した。


そういえば、さっき安村さんの話をしていたのに、その会話が止まっている。


今まで気づかなかったけど、私が更衣室に入ってから、この人達は一言も喋っていない。


私は怖くなって身をすくめた。


雰囲気が、異常だ。


私に怒っている美里がこういった態度を取るのなら、理解出来る。


だけど、他の人はさっきまでは普通に喋ってきてくれていたし、私を嫌ったりしている様子は無かった。


「あ、あの……」


「静谷さん、帰りましょ？」


一番年上らしき女性が、着替え終わった美里の手を引いた。


美里は満面の笑みで頷く。


女の私から見ても、可愛いと思ってしまうような笑顔。


「はぁい。あ、じゃあみんなで帰りましょうよぉ」


「そうですね」


みんな。


その中に私が入っていない事は、すぐに理解した。


四人固まって出ていくのを、未だに制服を着たままの私は見送るしかなかった。


すれ違いざま、美里はニヤリと口角を上げて私を覗き込んできた。


「オツカレサマでーす」


バタンと勢いよく閉められる扉。


自分以外誰もいなくなり、一気に静かになった更衣室はとても広く、寂しく感じる。


私は暫くぼんやりと自分のロッカーを見つめたあと、トボトボと更衣室から出た。


「あっ、高木さん！」


安村さんに呼び止められ、ゆっくりと顔を上げる。


「はい」


「これ、ロッカーのカギ……高木さんのじゃないですか？」


安村さんの手には、鈴がついた私のロッカーのカギが握られていた。


目を丸くして安村さんを見上げる。


「これ、どこで……」


「ごみ箱です。何かと一緒に捨てちゃったのかな？」


私は今日、ゴミ箱になんて近づいてもいない。


最後に見た、美里の笑みを思い出す。


あいつがやったんだ。


確証はないけれど、自信はある。


信じられない。


こんなに子供じみた、卑劣な行為を平気でやってのけるなんて。


「───何かありました？」


安村さんは少し屈んで、心配そうに私の顔を覗き込んできた。


びっくりして一歩後ろに下がりながら、首を横に振る。


「高木さん？」


「い、いえ、何でもありません。拾って下さってありがとうございました」


それだけ言って頭を下げると、私はカギを受け取ってそそくさと更衣室に戻った。


心臓がドキドキ高鳴っている。


それは、トキメキなんかとは程遠いものだった。


唇を嚙みしめながら乱暴に服を着替え、足早に会社を出る。





外は天気予報通りの大雨だった。


折り畳み傘では完全に防ぎきれず、肩が濡れる。


風も強く、私は身を縮ませて何とか寒さに耐えようとした。


人通りの少ない道、その先にある交差点。


赤信号で私は止まった。


雨が傘やコンクリートを叩きつける音に、耳を塞ぎたくなる。


ふと、顔を上げて交差点の向こう側に視線をやった。


私と同じように傘をさしている人々。


その中に、見覚えのある傘を見つけて、凍り付いた。





信号が、青になる。


周りの人間が横断歩道を渡り始め、私もワンテンポ遅れて一歩を踏み出した。


地面を踏み締めるたびに跳ねる水が、靴を濡らす。


すれ違い、渡りきるまでは俯いたままでいるつもりだった、のに。


無意識に顔を上げてしまった。


更に悪い事に、ばっちり目が合ってしまう。


私よりちょうど頭一つ分高い背丈、意思の強さがハッキリと表れている瞳、最後に見た時よりも僅かに伸びた黒髪───……。


視線の先にいたのは、冬真だった。


中学生の時からずっと付き合っていた、私の元彼。


一つの傘に無理やり二人で入って、笑いあっていた頃が懐かしい。


かつては私の場所だった、


青い傘の下、彼の隣。


そこには、違う女性がいた。





傷つきはしなかったと思う。





だって、あの場所を捨てたのは私だ。


自分の意思で、彼とは別々の傘を持って歩いている。


悲しんだり、寂しがったりする権利なんてない。


冬真、新しい彼女が出来たんだ。


前に、進んでいるんだ。


おめでとう、とか、何か声をかけるべきなのかな。


そんなのは無神経すぎる？


それとも、私なんかとは喋りたくもないって、思われてるかな。


迷っているうちに、そのすれ違いの一瞬は過ぎ去ってしまった。


振り向く事なんて出来なかった。


私は傘の柄を握りしめ、その場から逃げるようにして、歩く速度を速めた。


───目が合った時の、冬真の複雑な表情が、瞼の裏に焼き付いて離れなかった。





次の日からは散々だった。


貰ったばかりの社員証を忘れ、入口で面倒な手続きをし、中に入る頃には出勤時間を10分も過ぎてしまっていた。


勿論、安村さんには注意を受け、横入りしてきた銀縁眼鏡には思いっきり怒鳴られた。


更に、美里達の陰湿な嫌がらせが私を待ち受けていた。


回された資料の内の一枚を抜かれていたり、メモに使っていたボールペンを捨てられたり。


成人している人間がやる事だとは思えない。


嫌がらせはその日だけに留まらなかった。


一番最低だったのは、噓のシフトを伝えられた時だ。


10時からだと言われたのに、本当は９時で。


１時間も遅れた私は、クスクスと笑う美里の横で部長に散々怒られる羽目になった。


噓をつかれたと主張しても、悪質な言い訳としかとってもらえなかっただろう。


何の証拠もなかったからだ。


傷つきもしたし、腹も立った。


そんな状態で仕事に集中出来るはずもなく、失敗ばかりが続いた。


「あっ、そこじゃないですよ高木さん！」


「へ？」


「そこクリックしたら、元に戻って……って、遅かったか」


パソコン画面には、いつも初めに出てくるメニューが表示された。


血の気がサーッと引いていく。


かなりの時間をかけて作ったデータが、全て台無しになってしまったのだ。


「す、すみません！　初めからやり直します！」


震える手でキーボードを叩くが、途中で止まった。


やり方を、完全にド忘れしてしまったのだ。


マウスが画面上を彷徨さまよい、頭が混乱する。


「……高木さん、調子悪いんですか？」


安村さんは私の手に自分の手を重ね、マウスを操作した。


カチカチという小気味よいクリック音と、手の温もりに酔いしれる。


「いえ」


「じゃあ、やっぱり何かあった？　朝からおかしいですよ」


視界の端に、美里が映り込んだ。


私はパソコンの画面の一点に集中し、彼女の視線から逃げた。


「本当に何もないんです。失敗ばかりしてすみません」


「……そうですか。でも、何かあったら言って下さいね。力になりますから」


安村さんは眉を下げて、耳元でそう囁いた。


もう、優しくするのはやめてほしかった。


混乱して、わけがわからなくなる。


嫌なのに。


怖いのに。


このまま、呑み込まれてしまいそうだ。


彼の優しすぎる声に。





帰る支度を終えて会社を出ると、そのタイミングを見計らったかのように電話がかかってきた。


画面には沙也という文字が表示されている。


私は驚きながら通話ボタンを押した。


「沙也？」


「あっ、瀬奈？　久しぶりー」


「うん、久しぶり！」


最後に会ったのは三週間前。


普通の人ならば、全然久しぶりって感じはしない。


だけど、大学やランチなんかで毎日顔を合わせていた私と沙也にとっては、三週間はとても長い期間だった。


聞きなれた柔らかい声にホッとしながら、携帯を握りしめる。


「どうしたの？」


「あー、あのね、明日、みんなとスイーツバイキングに行こって話になったの」


「うん」


「それでみんなが、瀬奈にも来てほしいなって言ってるんだけど……どう？　やっぱり、仕事で忙しいかな」


沙也は遠慮がちにそう尋ねてきた。


電話の向こうでは、ザワザワと騒がしい声が聞こえている。


大学の友達と一緒にいるんだろう。


私は目を伏せ、地面に視線を落とす。


「ごめん。行きたいけど、明日も仕事なんだ」


「そっか……ねぇ瀬奈、最近どんな感じ？　大丈夫？　体壊したりしないでよ？」


「ありがと、大丈夫だよ。誘ってくれたのに、ごめんね」


もう一度誤ると、沙也はとんでもないと否定してきた。


一生懸命に首を横に振る姿が、目に浮かぶ。


「謝らないでよ！　私の方こそ、忙しいのに電話してごめんね！」


今回は駄目だったけど、良かったらまた誘って？


そう言いたいけど、言えなかった。


お金の問題があるからだ。


今の家の状態で、そんな贅沢をしていいのか……。


私には分からなかった。


切り詰めた生活をしているから、ケチになってしまったのかもしれない。


「あ、そうだ！」


暫く続いた沈黙のあと、沙也はさも今思いついたという風に声をあげた。


「私、カフェ・フレスコの割引券をゲットしたの。でもそれ、女性客二人で行かないと使えなくて。奢おごるからさ、ついてきてくれない？　お願いっ」


「お、奢る？　そんなの悪いよ！」


「私から頼んでるんだから、奢るのは当たり前でしょ？　じゃ、空いた日があれば連絡してねー」


「あっ、沙也!?」


一方的に切られ、呆然ぼうぜんとして携帯を見つめる。


女性客二人なら、誘うのは他の友達でもいいはずだ。


沙也は明るくて、友達も多い。


なのに、私に……。


ぼろっと涙が落ちた。


昨日のような雨が降っていたら、隠す事が出来るのに、今日はそうもいかない。


私の涙に気づいた人が、ちらちらと視線を送ってくる。


だけど、泣きやむ事が出来なかった。


沙也の言葉が、頭の中で反響する。


───長年の付き合いだから、わかってしまった。


割引券なんて噓だ。きっと私に気を使わせないように、そう言ってくれただけ。


「沙也……」


周りに知り合いはおらず、それどころか嫌がらせを受けて、仕事も上手くいかない。


そんな中で私は、一人で頑張っていると勘違いしていた。


私には、ちゃんと支えてくれる人がいる。


「頑張らなきゃ」


気がつくと、私はそう呟いていた。


嫌がらせなんかに、負けてたまるもんか。


今すぐには無理でも、仕事を上手くこなせるようになって、いつかきっと、社員にのし上がってやる。












３　甘い誘惑はやがて












私は数時間ぶりにデスクから目を離し、時計を見た。


与えられた時間まで20分もあるのを確認し、ホッとしながら、ある人の元へと急ぐ。


ダークブラウンの髪と広い肩に、小さめの声で話しかける。


「安村さん。終わりました」


「おっ、サンキュー！　さすが瀬奈ちゃん、早いなぁ。俺より出来るんじゃないの？」


「まさか」


安村さんは笑顔で、クスクスと笑う私から紙の束を受け取った。


安村さんとは、社内で一番仲がいい。


いつからか下の名前で呼ばれるようになって、私も普通に話せるようになった。


この会社に来て一ヶ月半。


今でもたまに失敗して怒られたりもするけれど、なかなか順調に日々を送っていた。


「ん、ミスも無い。カンペキ！」


「ちゃんと見たんですか？」


ワザとらしく眉を吊り上げ、私は腕を組む。


「チェックが安村さんじゃ、心配だなぁ」


「何おう。俺を信じられんのか」


───信じる。


安村さんの軽い冗談のような言葉に、私は真剣に考えた。


信じて、いるんだろうか。


いや、きっと、私の彼に対する感情は、そんな大層なものじゃない。


ただ、“安心出来る存在”である事は間違いなかった。


他の人と比べての話だけれど。


「どれ。私も見るわ」


突然、そう言って手を出してきたのは、銀縁眼鏡だった。


本当は宇う津つ木ぎさんって名前だけど、私は心の中でそう呼んでいる。


彼女はとことん厳しい性格で、私達派遣だけでなく、何人かの社員も怖がっているという噂だ。


ドキドキしながら、銀縁眼鏡のチェックが終わるのを待つ。


途中で安村さんが意味ありげに微笑み、私に口パクでこう言った。


『大丈夫だよ』


その一言で、妙にホッとする。


すると暫くして、銀縁眼鏡が顔を上げて、少しだけ口角を上げた。


初めてみる笑顔に、ちょっとだけびっくりする。


いつも石の仮面を付けているかのように、表情を変えない人なのに。


「オッケー。よく頑張ったわね」


この言葉には、安村さんも驚いているようだった。


目をまん丸くして、大げさに叫ぶ。


「わー！　鉄仮面さんが笑ったぁ！」


私はギョッとして安村さんを見た。


ていうか、同じような事思ってたんだ。


笑いそうになったけど、何とか持ちこたえる。


案の定、銀縁眼鏡は眉をひそめていた。


「……何よ鉄仮面って」


「あだ名ッス」


「ふざけてないで、ちゃんと仕事してよね」


ふん、とそっぽを向いて、銀縁眼鏡は仕事に戻った。


この人、厳しいけどそう悪い人じゃないのかもしれない。


心の中とはいえ、銀縁眼鏡なんて呼んで、悪かったかな。


……これからは、ちゃんと宇津木さんって呼ぼう。


「あのぉー、安村さん」


背後から声をかけられ、私達は振り返った。


その瞬間、顔をしかめずにはいられなかった。


「これってどこにしまっておけばいいですかぁ？」


安村さんは苦笑いをしながら立ち上がる。


この間、奥の棚にしまっておけと口を酸っぱくして言ったばかりの事務用品を、美里が持っていたからだ。


前にも言いましたけど、というセリフを、安村さんは美里に対して何度口にした事か。


仕事自体は出来なくはないけれど、何かと人の話を聞いていない美里は、社内でも評判が悪かった。


ただし、それは同期の派遣社員連中を除いての話。


飲み会を開いたり、ランチに行ったり、向こうは向こうで仲良くやっているみたいだ。


もちろん私は誘ってもらえないし、嫌がらせは今も続いている。


さすがにもう慣れてきたからいいんだけど。


それにしても、美里以外の派遣社員がどうして私を嫌っているのか、未だに分からない。


仕事で必要な事以外は絶対に話してくれないし、いつも冷たい目で睨まれる。


私、何かしただろうか。


考えても考えても、思い当たるふしが無い。


「あの子」


パソコンから目を離さず、宇津木さんは突然ポツリと零すようにして呟いた。


「安村の事狙ってるわよね。明らかに」


「狙って……？　えっと、静谷さんは彼氏いますから、それは無いと思いますよ」


今朝も着替えている時、嬉しそうに電話で喋っているのを目撃している私は、顎あごに手を当ててそう言った。


あのしゃべり方と内容は、彼氏に間違いないと思う。


「馬鹿ね」


けれど宇津木さんは、あっさりと私の意見をはねのけた。


「それでも、手に入れたくなる女っているじゃない」


「へ？」


「他人のものなら特にね」


何だか、宇津木さんとこんな会話をしているなんて不思議な感じだ。


私は「そうですね」と言って、へらへらと笑った。


「何笑ってるの。そんなんじゃ、安村をあの子に盗とられるわよ」


「盗られるって……別に安村さんは私のものじゃないですよ」


キョトンとしていると、宇津木さんは呆れたように肩をすくめた。


「どうだか」


その意味深な発言に、小さく首を傾かしげる。


意味を問い詰めたかったけれど、雰囲気的にこれ以上会話は無理そうだ。


「あ、瀬奈ちゃん」


安村さんが美里から解放され、ヤレヤレといった様子で肩を回しながら戻ってきた。


そしてチラリと時計に視線をやる。


「今日、もう終わりだよな？」


「はい。６時あがりです」


「俺もなんだ。良かったら、これから一緒に食事行かないか？」


私は平静を装いながらも、内心ギクリとしていた。


社内で話す事にはようやく慣れてきたけど、外でとなると、また違ってくる。


今日の６時あがりは私と安村さんだけだったから、二人きりでって事だろうし。


ほらね。そう言いたげな表情で、宇津木さんは私を見た。


明らかに迷っている私に、安村さんは短く一言。


「……無理かな」


捨て犬のような寂しげな瞳に、


「いいですよ」


この人はズルイ。


そう思った。





「瀬奈ちゃんってさ、このまま派遣を続けるの？」


チャイナブルーを一杯、そして勝手に追加注文されたカルーアミルクを半分ほど飲み終えた頃。


安村さんは唐突にそんな事を言ってきた。


「え？」


「ほら、派遣って何かと扱われ方が酷いだろ？」


多分、安村さんは最近のニュースの事を言ってるんだ。


実際、派遣切りとかで突然仕事を失ってしまう人も多いみたいだし、私もそれは心配していた。


『明日から来なくていい』


何の前触れも無しに、急にそんな事を言われたらどうしよう。


次の仕事を探そうにも、今の時代そう簡単にはいかないだろうし。


そうなると、うちの家族なんて路頭に迷うしかなくなってしまう。


考えるだけでもゾッとした。


「そう、ですね……」


「それにさ、俺、勿体無いと思うんだ。瀬奈ちゃん仕事出来るし」


安村さんは肘ひじをついて私をじっと見つめた。


唐揚げが盛り付けられていた彼のお皿には、もう何も残っていない。


「勿体無いって、どういう事ですか？」


気持ちが高ぶっていくのを懸命に隠しながら、私は尋ねた。


店内に流れる静かな音楽が、緊張をかきたてる。


安村さんはうっすらと笑みを浮かべた。


「いつか、瀬奈ちゃんを社員に推薦すいせんしたいなって思ってる」


瞬間、スプーンを落っことしそうになった。


私を社員に、推薦？


頭の中で、安村さんの言葉を繰り返し呟く。


「まぁ、本来そんな簡単な事ではないんだけど。実は俺、上と仲良くてさ」


傍には誰もいないのに、安村さんは声をひそめた。


まるで、悪だくみをしているかのように。


私はテーブルの下で、拳を握り締めた。


「推薦……して下さるんですか？」


「これからの頑張り次第だけどね」


グラスを手に取り、口につける。


カルーアミルクの柔らかい味が、ふわりと広がった。


「頑張り、次第……」


「そう。頑張り次第」


「……私……」


次の言葉を口にしようとした時、安村さんが私の唇を塞いだ。


一瞬だけ混じり合う吐息。


甘くて苦いお酒の味。


テーブルの下で、熱い大きな手が私の太ももを撫でた。


安村さんは唇を離すと、私の耳元でそっと囁いた。


「場所、変えようか」





酔った勢いというのもあった。


けれど、私の意識は確かに残っていて、考える余裕も少ないながらにあった。


それでも私がこの行動を取ったのは───……。





「……っ」


安村さんは私の下着をはぎ取り、首筋に顔をうずめた。


小さな刺激の連続に、体が跳ねる。


「瀬奈……」


安村さんが、熱っぽく私の名前を呼ぶ。


痺れるような声色が、体中を駆け巡った。


「ん……っ、安村さ……」


「今は名前で呼んでよ」


私に吸いつく唇が、ゆっくりと下へおりていった。


それと比例して、快感も増していく。


甘い甘い世界の中、私は必死に言葉を絞り出した。


「健……一……」


「はは、上出来」


安村さんは短く笑うと、自分も服を脱ぎ始めた。


自然と体が硬くなる。


「ひょっとして、処女？」


ビクビクしている私を見て、安村さんは驚いたように言う。


「い、いえ……久しぶりだから、ちょっと怖くて」


本当は、久しぶりだからじゃない。


一線を越えてしまうのが、どうしても怖かった。


しかも、付き合ってもいない人とだなんて。


「何だ、そっか。……残念」


「え？」


「いや、瀬奈が他の男のもんだった事があるんだなぁって」


安村さんはそう言いながら、覆いかぶさってきた。


安っぽいベッドが、ぎしりと音をたてる。


すっと通った鼻筋と、形の良い唇、切れ長の瞳が私を見下ろす。


安村さんは、私の事をどう思っているんだろう。


どんな気持ちで、私を抱こうとしているんだろう。


私は……。


私、は？


そこまで考えた時、強い快感に襲われ、一瞬にして何も考えられなくなった。


頭が真っ白になる。


意識が飛んでしまいそう。


思考が停止する中、私は本能のままにあえぎ続けた。





全てが終わった今、私は呆然としていた。


眠っている安村さんを起こさないように気をつけながら、フラフラとベッドから抜け出す。


汗でベタつく肌が気持ち悪くて、すぐにでもお風呂に入ってシャワーを浴びたかった。


石鹼とお湯で、全てを洗い流したかった。


だけど私はバスルームより先に、トイレへと向かった。


そしてそこで膝をつき、込み上げてきたものを全て吐き出す。


事実を音でかき消すかのように、私は何度も何度も水を流し、泣いた。


肌を重ね、一つになって、分かった事がある。


私は安村さんに恋に近い好意を持ち始めていたけれど、今日、こういう事態にまで至ったのは、そのせいだけじゃない。


“社員に推薦”


“これからの頑張り次第”


私はこの二つの言葉で、安村さんに見捨てられてはいけないと、そう思った。


ただの恋愛なら、こんなに早い展開にはならなかっただろう。


さっきの行為を、愛し合ったとは言えない。


残ったのは甘い余韻ではなく、どうしようもない自己嫌悪だった。


私は、最低の人間だ。





そう分かっていながらも、安村さんとの関係はそれから何度も繰り返された。


彼がしたいと思った時、私はどんな状態であっても断りはしなかった。


大抵は同じホテルで。何度か彼の家に行った事もある。


体を重ねる度に、真っ暗な穴に堕ちていく気がして怖かった。


だけどそんな恐怖からも、自分の背徳行為からも目を背け続け、時間だけが過ぎていった。





───その日、朝から様子が変だった。


私が社内に入るなり空気が明らかに変わったし、誰も私と目を合わそうとしなかった。


安村さんとは別々に出勤をしていて、もう来ているはずなのに、どこにも見当たらない。


「おはよう……ございます」


恐る恐る挨拶をしながら前を通るが、その間、誰も返事をしてくれなかった。


更衣室に入ると、美里と三人の仲間たちが隅っこに集まって、ひそひそと話をしていた。


真ん中にいる美里は、何故か泣いている。


「ど、どうしたの？」


びっくりして話しかけると、全員に睨まれた。


「どうしたのって、よくそんな事言えるわよね」


「サイテー」


突然罵倒を浴びせられ、私は目を丸くするしかなかった。


今までよりもずっと冷たい視線に、背筋が凍りつく。


「何の……事？」


「自分の胸に聞けば？」


三人は教えてくれなかった。


乱暴に扉を開けて出ていったあと、美里は両手から顔を上げる。


涙が流れたあとはあるけれど、今は泣いていない。


いや、初めから本気で泣いてなどいなかったのだと、すぐに分かった。


「許さない。あんたみたいな女が私より上をいくなんて」


「え……」


綺麗な顔を歪ゆがめて、美里は私に近づいてきた。


壁まで追い詰められ、冷や汗を流す。


「……っ」


「目ざわりなのよ」


美里は口角を上げて、ふっと笑う。


少し厚めの、色っぽい唇が開かれる。


「そういえば部長が呼んでいたわよ、瀬奈。じゃあね」


ばいばい。


そう言い残し、美里は更衣室から出ていった。


ズルズルとその場に座り込む。


そのあと、部長から突き付けられたのは、


───もう、明日から来なくていいよ。派遣会社の方にも、連絡しておくから───


私が何よりも恐れていた言葉だった。


意味も分からないままクビになってしまい、頭が真っ白になった。


理由を聞いても、教えてはくれない。


私にはどうする事も出来なかった。


「……瀬奈、ちょっと来て」


椅子に座ってボーッとしていると、急に腕を引っ張られた。


安村さんだった。


「安村さん!?」


今までどこへ行っていたのかとか、聞くヒマはなかった。


こんなにも余裕がなさそうな安村さんは初めて見る。


何が何だか分らないままオフィスを出て、通路の一番奥にある資料室へと連れてこられた。


安村さんは押し込むようにして私を部屋に入れ、扉を閉めて深くため息を吐く。


そして唐突にこう言った。


「バレたんだ」


「え？」


「昨日、俺達がホテルに行った事……バレた。見られてたんだ」


血の気がサーッと引いていく。


「だ、誰に、ですか？」


答えを聞く前に、何となく分かってしまった。


だから彼女はあんな事を言っていたんだと、頭の中で自然と繫がったからだ。


「静谷に」


安村さんは頭を抱えた。


「瀬奈。自分がクビになったって聞いたか？」


「……はい」


影のような静寂が落ちる。


私は震える手で顔を覆った。


「どうして……っ」


どうして、こんな事に。


私がすすり泣く中、安村さんは言いにくそうに切り出した。


「あいつらが、瀬奈の悪口を言ったみたいなんだ。部長に」


「悪、口？」


「あぁ。人のファイルを盗んだり、データを壊して邪魔したりする、最低な女だって」


私は驚き、弾はじかれたように顔を上げた。


「盗む!?　そんなの噓です！　私、そんな事……」


「分かってる。でも、もうどうしようもないんだ」


信じられない。


部長は派遣社員のそんなデタラメを信じて、私をクビにしたというの？


「───ごめん、瀬奈。俺、静谷に脅おどされたんだ」


「えっ？」


「この話を否定したら、ホテルに入っていく時の写真を社内でばらまくって。そんな事されたら、俺まで信用を失う。下手したら……弾かれる」


初めは、よく意味が分からなかった。


安村さんと私が、お互いに動揺しているからだろう。


暫く考えて、ようやく悟った。


「私の……盗んだとかいう話を、肯定したっていう事ですか？　部長の前で」


安村さんは何も言わない。


けれど、それこそが答えだった。


「───そんな」


これ以上、言葉が出てこなかった。


社員に推薦する、という言葉が、ガラガラと音を立てて崩れていく。


やっぱり、目標をあんな方法で達成しようとしたのがいけなかったんだ。


私は、安村さんを責める事なんて出来ない。


「で、でもさ」


安村さんが、ハッとしたように言った。


「瀬奈は女なんだから、クビになってもそんなに困らないだろう？」


必死に罪悪感から逃れようとしているのが、手に取るように分かる。


私は眉をひそめた。


困らない？　そんなはずはない。


黙り込む私に、安村さんは更に残酷な一言を放った。


「いいよな、女は。男に養ってもらえるんだから」


安村さんに悪意なんて無かったんだと思う。


だけどその言葉は深く私を傷つけた。


何も知らないくせに。


腹の底から込み上げてきた思いを、声にして叫びたかった。


それに───……安村さんも私に好意を抱いてくれていて、だからあんな行為に走ったんだと、そう思っていたのに、今の言い方。


安村さんは、何の感情も持っていなかったって事なんだろうか。


「安村さん……どうして私を抱いたんですか？」


私は涙を堪えながら尋ねた。


居心地悪そうにしている安村さんを見据える。


数秒間見つめ合ったあと、安村さんは私から目をそらした。


「……ごめん」


それだけしか言ってくれない。


私はもっと、ちゃんと説明してほしいのに。


ああ、でも。


嫌というほど、理解できてしまう。


男なんて、絶対に信じない。


お父さんに裏切られたお母さんを見て、そう決意したはず。


なのに、どうしてこんな事になってしまったんだろう。


私の意思が、弱すぎたから？


それとも……。


涙と共に、流れてくる感情。


ただただ、自分が憎かった。


最後の仕事を終え、着替えようと更衣室へ向かうと、入り口に同期のメンバーが立っていた。


やっぱり、突き刺さるような視線を向けられている。


最後くらい毅然きぜんとしていよう。


そう思い、私は俯く事なく堂々とその場を通り過ぎようとする。


けれど丁度目の前を通った時、声をかけられた。


「いい気味」


クスリという笑い声。


私が無言で立ち止まると、こんな言葉をぶつけられた。


「静谷さんの彼氏と寝るなんて、どこまで最低なの？」


やっぱり。やっぱり、そういう事だったんだ。


───安村さんが彼氏？


大ウソつき。


他に彼氏がいるくせに。


美里が裏で全てを動かしていた。


仲間達をも騙し、自分の思い通りに進むようにしていたんだ。


人を貶おとしめ、自分が上に立つという無意味な優越感。


美里はそれに溺おぼれていたんだ。


今朝の彼女の台詞が、そう物語っている。


勿論怒りもあったけど、それ以上に可哀想だと思った。


私は一瞬だけ目を閉じ、後ろで泣きそうなフリをしている美里に向かってほほ笑んだ。


「オツカレサマ、美里」


私の言葉に驚いたのか、美里は目を丸くして顔を上げた。


美しさが台無しになるような、間抜けな表情だった。





「高木さん！」


会社を出てすぐ、誰かに呼び止められた。


振り返ると、何と宇津木さんがこちらに向かって走ってきているのが見えた。


今日は別の部署にいたらしく、もう会えないかと思っていたのに。


「う、宇津木さん!?」


「あのね、あいつ、ぶん殴っておいたから」


「へ？　だ、誰をですか？」


「安村よ」


息を整えながら、宇津木さんは言った。


さすがに仰天して、言葉を失う。


宇津木さんが人を殴っているところなんて、想像できない。


「話は安村に聞いたわ。私、どうして高木さんを庇かばってあげなかったのって聞いたのよ。そしたら何て言ったと思う？　自分の保身を優先したって、言ったのよ！　遠回しにね」


首を横に振り、宇津木さんは盛大な溜息を吐く。


私は恐々と尋ねた。


「宇津木さん……私を信じてくれるんですか？」


「え？　あぁ、まぁ。少なくとも、人のものを盗んだりするような子じゃないとは思っているわ」


つっけんどんな言い方に、無愛想な態度。


そんな宇津木さんに、私は思わず抱きついた。


「ちょ、ちょっと！」


「ありがとうございます、宇津木さん……」


「分かったから、離れなさい！」


べしっと頭を叩かれ、渋々離れる。


宇津木さんは「まったくもう」と呟いたあと、少し悲しげな目で私を見つめた。


「今日で終わりなんでしょ？」


「はい。クビになったので」


出来る限り明るい声でそう言った。


「部長もバカね。……でも、もうどうしようもないのよ。私が何を言っても駄目だったから」


私達の脇にある道路を、車が行き交う。


エンジン音がとても耳障りだ。


「安村、最低ね。あんな薄情な男だと思わなかったわ」


「……男って、そういうものなんじゃないですか」


所詮は愛情より性欲。


苦笑いを浮かべた私に、宇津木さんは眉をひそめる。


「高木……？」


「今回の事は、私も悪かったんです。だから安村さんの事は責めていません。だけど」


私は自分の胸に手を当てて、目をふせた。


「私、もう恋愛はしません。男も信じません」


二度目の誓い。


やっぱり、人間は自分自身が痛い目に合わなければ駄目だったみたいだ。


私はまだ、恋愛の怖さを分かっていなかった。


「何言ってるのよ」


宇津木さんは私の肩に手を置き、小さな子供を説得するかのような口調で続ける。


「世の中そんな男ばかりじゃないわ」


「そうかもしれませんけど……でも、やっぱり怖いんです。信じるのが」


よく、ドラマなんかでは信じるという事を美化するけれど、信じない事って、罪なんだろうか。


「裏切られるくらいなら、私は初めから信じません」


私のしっかりとした眼差まなざしを受け、宇津木さんはうな垂れた。


「……そう。もう、何を言っても無駄なのね」


その姿を見て、罪悪感を覚える。


いつも毅然としている宇津木さんの姿だとは思えなかった。


宇津木さんはおもむろに顔を上げ、私を見た。


銀縁眼鏡の向こう側で、うっすらと涙が光っている。


「信じないのが悪いとは、私は思わないわ。どうしようもないもの。でも、それってとても悲しい事よ」


宇津木さんの言葉が、心に深く突き刺さる。


けれど、私は最後まで何も答える事が出来なかった。












４　堕落












「ただいまー……」


「あら、おかえり」


お母さんが、エプロンで手を拭きながら私を出迎えてくれた。


今日はパートを休んでいたらしい。


最近、お母さんは急激に瘦やせた。


元から太っている方ではなかったけれど、今の瘦せ方はちょっと異常だ。


「お母さん、ご飯は私がするって言ったじゃない！」


キッチンの方からカレーの香りがしてきて、私は慌てて靴を脱ぐ。


「何言ってるの。仕事の日は、家の事までやらなくていいわよ。疲れているだろうし」


お母さんはやんわりと言った。その笑顔に、ズキンと胸が痛む。


ついさっきクビを宣告されただなんて、到底言えない。


私はお母さんと顔を合わせないようにしながら、他の話題を探した。


「えっと……千鶴はまだ帰ってないの？　靴、無かったけど」


「バイトはもう終わってるはずなんだけど。遅いわねぇ。どこかに寄り道でもしているのかしら」


壁に掛けてある時計を見上げながら、お母さんは顎に手を当てて溜息を吐く。


「そっか。じゃあ、先にご飯食べててもいいかな」


「そうしなさい」


鞄を置いて上着を脱ぐと、食卓の上に並べられているカレーライスをぼんやりと見つめた。


───これから、どうしよう。


今まで働いてきた分の給料だけで、どれくらい持つだろうか。


家のローン、食事代、電気代、ガス代、そしてお父さんが残した借金……。


考えるだけで疲れてくる。


頭がぐちゃぐちゃになってしまいそうだ。


早く、次の仕事を見つけなきゃ。


焦り、はやる気持ち。


不安に押しつぶされそうだ。


「あ、千鶴おかえり」


玄関の方から、扉が開く音とお母さんの声が聞こえた。


千鶴が帰ってきたんだ。


まだ食事に手を付けていなかった私は、体をひねって後ろを見た。


「おかえり」


髪をグルグルに巻いて派手な化粧をした千鶴が、ちらりと私を一瞥いちべつして部屋に入っていく。


その態度にムッとする。


お母さんも同じように思ったらしく、少し厳しい口調で言った。


「ちょっと、千鶴！　ただいまは？　ご飯、食べないの？」


けれど千鶴の反応は無い。


勢い良く部屋の扉が閉められ、お母さんと私は互いに顔を見合わせた。


反抗期なのか、何なのか……最近はいつもこんな調子だ。


毎日こんなんじゃ、こっちだって気分悪い。


「何なの？　感じ悪い！」


ボリュームを抑えた声で怒りながら、カレーを口に運んだ。


お母さんは私の向かい側の席に座り、苦笑いを浮かべる。


「仕方ないわよ。こんな状況にしてしまった私が悪いの」


お母さんは、千鶴がグレたのは自分の責任だと感じている。


こんな家庭環境になってしまったのが悪かったんだと。


だから私が千鶴を悪く言うと、必ずと言っていいほど庇うけど、私にとってそれはストレスでしかなかった。


そんな風に甘やかすから、グレるんじゃない。


そう思わずにはいられない。


私は黙って水を飲んだ。


グラスの向こうで、お母さんがテーブルに視線を落としている。


入っていた水を全て飲み干そうとした次の瞬間、お母さんの体がグラリと傾いて、倒れこんだ。


私の手からグラスが落ち、派手な音をたてて割れる。


「お母さん!?」


慌てて駆け寄り、お母さんを抱き起こす。


顔が真っ青で、苦しげに浅い呼吸を繰り返している。


体が凍りついた。


「千鶴！　救急車呼んで！　千鶴！」


何度も大声で千鶴を呼ぶけれど、返事はない。


いつものようにイヤホンで音楽を聴いているのかもしれない。


待っていられなくなり、自分で受話器に手を伸ばす。


そして震える指で、１１９のボタンを押した。


「お願いです！　助けて下さい！」


受話器に向かって、私は泣き叫んだ。





────……。





清潔感のあるベッドに、淡いクリーム色のカーテン。


それらに囲まれているお母さんの顔は、蒼白だった。


「ごめんね、瀬奈。こんな大変な時に」


お母さんは申し訳なさそうに言った。


「瀬奈の方がよっぽど疲れているはずなのに、過労だなんて……情けないわ」


「……お母さん」


涙でボロボロになった目元をぬぐう。


一日でこんなに泣いたのは、お父さんが出ていった日以来だ。


「お母さん、本当は週二回以上仕事に行ってたんでしょ？　私達に内緒で」


「……え？」


「何となく、そう思ったの。違う？」


しばらく沈黙が続いた。


隣で千鶴が、落ち着かなさそうに身じろぎをする。


「やっぱり、瀬奈に隠し事は出来ないね。いつも最後には見破られちゃう」


お母さんはポツリとそう零した。


「ごめんね。頑張っていっぱい働いても、倒れて入院してちゃ、意味ないね」


「お母さん、今は何も考えないでいいよ。ゆっくり休んで、早く良くなって」


「……ええ、ありがとう」


私と千鶴は、担当医に挨拶をして病室を出た。


恐ろしいほどの静けさが漂う廊下を、二人で歩く。


窓から、今にも消えてしまいそうな儚はかない月が見えた。


「お姉ちゃん」


千鶴が、久々に私に話しかけてきた。


「お金どうするの？　入院代とか、高いんでしょ」


「うん……多分」


千鶴の表情から、不安がひしひしと伝わってくる。


「大丈夫なの？」


「……私が稼ぐから、大丈夫だよ」


何としてでも、次の仕事を見つけなきゃ。


安心する千鶴の姿を見て、更に焦りが強まる。


頭が、ズキズキと痛んだ。





テレビでは、たびたび不景気が報じられる。


失業者の増加、私と同じように派遣切りに泣く人々。


お金がなくて家賃が払えなくなり、路頭にまよう女性の特集なんていうのもあった。


あんな風になってしまったら、どうしよう。


画面の中で泣きじゃくる女性を見ていると、戦慄せんりつを覚えた。


毎日のように仕事を探す日々が続いたが、最初のようになかなか上手く見つからない。


派遣会社にも頼んでいるけれど、一向に連絡は来ない。


みんなが職を求めている時代。


学歴もスキルも無い私が入り込める隙なんて、もう無いのかもしれない。


「……お姉ちゃん、最近仕事終わんの早くない？」


今し方帰ってきた千鶴が、赤いダッフルコートを脱ぎながら、訝いぶかしげな視線を向けてくる。


私は膝ひざの上に置いたままだった求人情報誌を、ゆっくりとした動作で背中と椅子の背もたれの間に挟み込んだ。


「そ、そうかな」


仕事から帰るのが早いんじゃなくて、一日中家にいたと知れば、千鶴はどんな顔をするだろう。


千鶴は持っていた袋をテーブルの上に置くと、伸びをしてからテレビをつけた。


今流行りのお笑い芸人が大きな声で漫才をし、観客がどっと笑う。


「これ、何か買ったの？」


やけにオシャレな袋が気になり、私は中を覗き込んだ。


いくつかの小さな箱が入っている。


「それ？　化粧品だよ。カラオケがキャンセルになってさぁ、お姉ちゃんに貰ったお金とバイト代、全部それで消えちゃったー」


千鶴は悪びれる様子もなく、そう言った。


彼女が家を出る前、遊ぶお金がほしいからと言ってお金をせびられ、私は残り少ない自分の財布から、いくらか渡した。


バイトのせいでなかなか友達と遊ぶ機会が無いのを不ふ憫びんに思っていたから、たまにはいいか、と思ったのだ。


なのに、まさかこんなものに使われていたなんて。


「化粧品って、この間も買ってたでしょ？　しかもこれ、ブランドものじゃない……、どうしてこんなに高いやつ買ったの!?」


箱と袋に書いてあった見覚えのあるロゴに、私は声を荒げた。


信じられない。切り詰めた生活の中で、わざわざこんなものを選んで買うなんて。


「だって、あれ発色超悪かったんだもん。やっぱ安物は駄目だよ」


「安物？　別に普通の化粧品だったじゃない！　発色も悪くなんてなかったし」


それに、だからってこのブランドものの化粧品は贅沢ぜいたくすぎる。


そういえば、一週間くらい前にも、無駄遣いをしてお母さんに怒られていたっけ。


思い返してみれば、同じような事が何度もあった。


千鶴は私が怒鳴ったのが気に入らなかったのか、唇を尖らせて腰に手を当てる。


「お姉ちゃんには違いが分からないだけだよ。っていうか、お金を何に使うかなんて私の勝手じゃん」


傲慢ごうまんで、人をバカにしたような言い方。


私はカッとなって立ち上がった。


人がこれだけ悩んでるっていうのに、お母さんも今、大変だっていうのに、どういう神経してるの？


「ふざけないでよ！」


テーブルの上に激しく手をつく。


ダン！という音と共に、領収書や借金の催促状が床の上に落ちる。


同時に、電話が鳴り響く。


きっと借金返済の催促だ。


こんな……こんな状態だというのに。


驚いたように目を丸くする千鶴のそばを足早に通り過ぎ、外へ飛び出す。


暫く一緒にいたくない。そう思った。


何も持たず、どこを目指す事も無く、私は歩いた。


どうしてここまで腹が立ったのか、自分でも分からなかった。


前までの私なら、たしなめる程度で終わったかもしれない。


少なくとも、怒鳴ったり、感情的になったりはしなかった。


───あれから、色んな事が壊れ始めている。


お母さんも、千鶴も、私も


何かが変わってしまった。


それも、悪い方向へと。





ネオンが眩しい繁華街を通り抜け、たまたま目に入った細い道へと入っていく。


開店しているのかどうかもわからないような居酒屋に、電気が点いたり消えたりしている自動販売機。


閉鎖的なイメージを受けるその空間は、気持ちを落ち着けるのに丁度いいと思った。


コートも着ずに飛び出してきた私は、今更になって寒さに気づく。


ぶるりと身震いをし、大した防寒にはならないけれど、自分の体を両腕で抱きしめた。


そして端っこにあった石段に座り込み、深く息を吐く。


本来なら、こんな事をしている場合じゃない。


私は働いて、お金をためなければならない。


だけど、ちょっと疲れた。


このまま仕事が見つからないんじゃないかって、本気で思うんだ。


心配とか、不安とか、そういうのを通り越して、現実に近い形でその未来が見えてくる。


どこかに仕事が落ちていたらいいのに。


そんなくだらない事を考えているあたり、かなりの末期だ。


だからなのか、私は近づいてくる足音に気づかなかった。


何げなく空を仰ぐ。


けれど視界に広がったのは、期待していたような星が煌きらめく夜空ではなく、見知らぬおじさんの顔だった。


年齢は40代後半くらいだろうか。


細く釣り上がった目が、私を見下ろす。


その貼りつくような視線に、私は思わず後ずさった。


「な、何ですか？」


「いや、どうして女の子がこんなところに一人でいるのかと、思ってね」


おじさんはククッと短く笑った。


人通りの少ない───というか、私達二人以外に誰もいないこの細い道。


身の危険を感じない方がおかしい。


私は警戒をして、もし襲ってこられたらどうやって撃退しようかと考えた。


どこかに、都合よく大きな石でも転がっていないだろうか……。


「はは、そんなに怖がらないで。おじさんは、君と交渉したいだけなんだよ」


言っている意味が分からなくて、眉をひそめる。


そんな私に、おじさんは三本の指を立てた。


「３万……いや、君なら４万出してもいいかな」


その先を、おじさんは言おうとしない。


詳しい説明は、あえて控えているらしい。


でも、やっと理解できた。


まるで、未知の扉を開けようとしているかのような、そんな気分になる。


わずかな期待と、それを上回る怖さとが入り混じる。


「わ、私……」


「無理やりっていうわけじゃないんだよ。君が了承してくれないのなら、勿論諦める。惜しいけどね」


４万？


一日、必死に働いたとしても、普通じゃ到底貰えっこない金額だ。


それを、たった、数時間で？


所謂いわゆる、売りというものをしている女の子をワイドショーなんかで見るたびに、私は心のどこかで蔑さげすんでいた。


最低。そんな風に思っていた。


だけどこの金額を目の前にして、何も言えなくなってしまった。


今の私にとって、あまりにも魅力的な“仕事”───。


「やっぱり無理かなぁ。君、そういうタイプじゃなさそうだし」


「──……っあの！」


半分諦めかけていたおじさんの顔が、一瞬にして歓喜に満ち溢れたものになる。


「何だい？」


「あの、ご結婚は……されてますか」


スカートの端を摑つかみ、震える声で尋ねる。


案の定、おじさんはキョトンとしていた。


「え？」


「私……浮気だけは、嫌で……」


「あぁ、そうなんだ。それなら大丈夫。去年女房と別れたばかりだから」


次第に震えはおさまっていった。


私は顔を上げ、まっすぐおじさんを見据えた。


それが私の答え。


おじさんは、すぐにわかってくれたようだった。


「じゃあ、行こうか。どこがいい？」


「どこでも」


本当に、男って性の誘惑に弱いんだ。


大金を払ってまで、それを満たそうとする。


愛情より、性欲。


何てバカなんだろうと思った。





私達はホテルへと向かっていた。


歩いてる途中に肩を抱かれ、下着のラインの上をサワサワと何度も撫でられる。


それは徐々にエスカレートしていって、最終的には胸に辿り着いた。


びくんとなった私に、おじさんは喜んだ。


「初々しいね。君みたいな子は初めてだよ」


意外、だった。


もっと慣れているフリをした方がいいのかと思っていたけど、こういう、自然な感じがいいんだ。


今後のために覚えておこう。


多分、この時の私の目は死んでいたと思う。


感情がマヒして、普段なら考えられないような事でも、平気で出来てしまいそうだった。





「じゃあ、ここにしようか」


ラブホテルにしては落ち着いた雰囲気の建物の前で、私達は止まった。


中からは、オレンジ色の光が零れ出している。


私は無言で頷いた。


手に自然と力が入る。


固まってしまっていた足をやっとの思いで動かし、一歩を踏み出そうとした時。


ふっと私の視界が陰った。


誰かにぶつかり、同時に腕を摑まれる。


「なっ、何だ、君は！」


おじさんが慌てふためいた声を出す。


私は、顔を上げる事が出来なかった。


姿が見えなくても分かる。


この手、ぬくもり、匂い。


かつて私を包み込んでくれていたものが、今、目の前にある。


「瀬奈……お前、何してんだよ……」


そう言って私を片手で抱き寄せたのは、冬真だった。


一瞬にして、頭が真っ白になる。





どうしてここに、冬真がいるの？





おじさんが、怒り狂ったように叫んだ。


「う、浮気は嫌なんじゃなかったのか!?　自分で言っていたくせに！」


私は冬真の腕の中で、ガタガタと震える自分の手を握り締めた。


「騙したな、この淫乱いんらん女っ！」


剣のような言葉が、心に突き刺さる。


すると冬真が、いきなりおじさんに摑みかかった。


「てめぇ、もう一回言ってみろ。ぶん殴るぞ」


落ち着いた声色だったけど、一人の人間を震え上がらせるには十分な迫力があった。


「ひ……っ」


「さっさと失せろ」


おじさんはすぐに観念し、そそくさとその場から逃げ出した。


残ったのは、耳が痛くなるほどの静寂。


冬真は私の方を向き、険しい顔で唇を嚙んだ。


「───瀬奈、どういう事だよ。説明しろよ」


心臓が、ぎゅっと摑まれたかのように痛む。


「黙ってたら分からないだろ」


かつては大好きだった人。


なのに、信じられなくなってしまった人。


その存在は、私の心をかき乱した。


私は涙が流れないように堪えながら、毅然として顔を上げた。


「どうしてくれるのよ。折角、お金が手に入りそうだったのに」


「……金？」


「そうよ。責任とってよ！」


私は冬真の服の袖を摑んで、必死に叫んだ。


「私にはもうこれしか無いの……！」


別に、遊びに使うお金がほしかったわけじゃない。


生きていくために必要な分だけを、手に入れたかっただけ。


何が、悪いの。


「来て」


「は？　ちょ……おい!?」


私は冬真の腕を無理やり引っ張って、ホテルの中へと連れ込んだ。


動揺する冬真。


後ろから入ってきたカップルが、怪訝けげんな顔で私達を見る。


「瀬奈、落ち着けって！　何を……」


「冬真が私を買ってよ」


振り返らずに言った私の言葉に、冬真は息を呑んだ。


「瀬奈、何言って……」


「いくらでもいいから。私、何でもするから。おねが……」


私はそこまで言って、ハッとして口をつぐんだ。


そうだ。忘れてた。


冬真には……。


「あ……ごめんな、さい。冬真、彼女いるんだよね」


私はよろけそうになりながら、冬真から離れた。


あの雨の日、冬真と同じ傘に入っていた女性を思い出す。


だけど冬真は、静かに首を振った。


「あいつとは別れた」


「……え？」


「来いよ、瀬奈」


今度は冬真が、私の手を引く。


その顔に、表情は全くと言っていいほど無かった。





「───怒らないの？」


「何を」


「普通、元カノがあんな事言ったら怒るでしょ？……それとも、ほんとは怒ってる？」


「あぁ、怒ってるよ」


冬真はそう吐き捨てながら、私の服をまくり上げた。


静かに目を閉じながら、私は呟く。


「そう……良かった」


「え？」


「だって、こんな事して怒られなかったら、私、どうすればいいか分かんない」


冬真は無言で、私の身体に唇を落とした。


初めの頃から変わらない、壊れ物を扱うかのような優しい触れ方。


でも、きっと気持ちは全然違う。


本当の意味で、私達はもうあの頃には戻れない。


───懐かしいな。


肌が触れ合う感触に、多分冬真も同じ事を感じたんだと思う。


一瞬細まった目が、そう物語っている。


だけど私も冬真も、口には出さなかった。


「でも、怒ってるならどうして……っ」


突然、冬真の舌が私の唇を割って入ってきた。


それ以上の言葉を防ぐかのように。


「冬……」


「ちょっと黙ってろ」


冬真は私の耳元で囁いた。


優しい手とは裏腹に、その声はとても冷たくて。


思わずびくっとなった。





「……っ……くそ……」


浮かされるような熱に、私達の息が段々上がってきた頃。


冬真が苦しげに顔を歪めた。


「冬真……？」


「悪い。久々だから我慢できねぇ……優しくしてやれないかも」


あの彼女と、してなかったの？


そう聞きたかったけど、聞けなかった。


冬真が何の合図も無しに深く腰を沈めてきたからだ。


「……っあ」


何かに縋すがりつきたくて、波打つシーツを握り締めようとした時、冬真が私の手を摑んだ。


冬真の力強い視線が、私を捉える。


そして、何か言葉を紡いだけれど、小さすぎて私には聞こえなかった。


もしかしたら、私に向けたものでは無かったのかもしれない。


……じゃあ、誰に向けて？


思考回路は、冬真から絶え間なく与えられる快感によって呑み込まれる。


そして私は、テレビを消した時のように、プツンと意識を手放した。





再び目を覚ました時、冬真は服を着て、私に背を向けて座っていた。


「……冬真」


「ん？　あぁ、起きたのか」


小さく頷いて、私は上体を起こす。


今更だとは思いながらも、シーツで体を隠したまま。


「瀬奈」


目を合わせられなくて俯いていた私の頰ほおに、冬真は手を当ててきた。


何を言われるのかと、ビクビクしながら言葉を待つ。


「お前、俺が来なかったら、あのオヤジとこういう事してたわけ？」


「……う、ん」


大きな溜息が聞こえる。


私はギュッと目を閉じた。


「それだけは、マジでやめてくれ……」


「……でも」


「分かってる。理由はちゃんとあるんだろ？」


落ち着いた声色で、冬真はそう言った。


「だから……そうなるくらいなら……俺を呼べ。絶対、知らない奴なんかとするな」


あまりにびっくりしすぎて、私は声を呑んでしまった。


顔を上げて、冬真を見る。


「何か病気でもうつされたら、シャレになんねーだろ」


今度は冬真が視線を外した。


一瞬見えた彼の表情は、いつになく険しくて、辛そうで。


そうさせているのは自分なのだという事実に、打ちのめされる。


「……これ」


冬真はおもむろに立ち上がると、シーツの上に何かを置いた。


三枚の１万円札。


何かが、音を立てて崩れていく。


「ホテル代、払っとくから」


冬真が出ていったあとも、私は暫く動けなかった。


───相手が冬真だったからか、“自分を売った”という気分にはならなかった。


だからこそ、苦しい。


でも、私の苦しさなんて冬真に比べたら大した事ない。


自分を振った元カノに、体を買えなんて言われて、冬真はどんな気持ちだったんだろう。


本当なら、殴りたいくらいに私を憎んだはずだ。


なのに冬真は、理由を深く掘り下げる事もなく、それどころか昔みたいに優しく抱いてくれた。


私は枕に顔を埋め、泣きじゃくった。





何とか自分を落ち着けたものの、目の充血はなかなか引いてくれない。


しばらくして諦めた私は、乱れた髪を適当に束ね、散らばっていた服を着てホテルから出た。


ひやりとした空気が、まだ熱が残っている肌に突き刺さる。


出口に立って身震いしていると、後ろから軽く肩を叩かれた。


そこにはもう帰ったはずの冬真が立っていて、また私は仰天する羽目になった。


「と、冬真!?　先に帰ったんじゃ……」


目を見開いていると、冬真はむっつりとした表情で言った。


「いや、もう遅いし。家まで送ってくよ」


「い、いいよ、そんなの。悪いよ」


顔が赤くなる。


どうしてそこまでしてくれるんだろう。


「女一人じゃ危ないだろ」


私が拒むのを一蹴いっしゅうし、冬真はグイッと腕を引っ張ってきた。


こういうちょっと強引なところは、昔から変わっていない。


その奥にある、大きな優しさも。


「あ、あの。本当にごめんなさい。上着まで」


冬真は私が薄着だった事に気づき、自分の上着を脱いで肩にかけてくれた。


もちろん断りはしたけど、さっきのように半ば無理やり押し切られてしまったのだ。


「ごめんなさいじゃなくて、ありがとうだろ？　普通」


「ありがとう」


シラッとした言い方に、私は慌てて言い変えた。


静かな道に、二人分の足音だけが響く。


なかなか続かない会話に、私は内心パニック状態だった。


付き合っていた頃は、喋っても喋っても会話が尽きなくて。


会っている時間だけじゃ物足りず、帰ったら夜まで長電話をしていたくらいなのに。


でも、今は……初めの一言さえ出てこない。


どんなにくだらない話題でも、冬真となら心から笑い合えるし、楽しくて幸せ。


そんな気持ちを、私は無くしてしまったんだ。


「……瀬奈。今更だけど、元気だったか？」


「えっ!?　あ、うん。元気、だったよ」


思わず声が裏返ってしまった。


緊張しているのがバレバレだ。


「そうか、良かった」


冬真はふっと微笑んだ。


久々に見る笑顔に、ほんの少しだけ安心する。


「冬真は？　元気だった？」


「俺は普通だよ。でも……退屈だった。あの日からずっと」


「あの日って？」


「お前に振られた日。決まってるだろ」


ドギマギしながら、地面に視線を落とす。


そんな私に、冬真は悪戯いたずらっぽく笑った。


「いつか後悔するぞ。こーんないい男を振りやがって」


「し、しないよ！」


「ふーん？」


「ほんとだってば！　もう、恋愛は二度としないって決めたんだから！」


ムキになり、私は子供みたいな口調でそう言い返した。


頼りない光を放つ街灯が、立ち止まった私達をぼんやりと照らす。


さっきまでおどけていた冬真が、真剣な表情に戻って口を開いた。


「何で、だよ。恋愛はしないって……俺、てっきり他に好きなやつが出来たのかと思ってた……。そうじゃなかったのか？」


「違う。そんな人いない」


「じゃあ、どうして」


私は冬真に見えないように顔を逸らしながら、唇を嚙んだ。


「瀬奈？」


「……ごめんなさい」


「それだけじゃ分かんねーだろ！　別れるって話をした時も、ずっとごめんなさいの一点張りで……せめて、理由くらいは聞かせてくれよ。頼むから」


両方の肩を摑まれ、私はひどく動揺した。


逃げたいけど、逃げられない。


冬真の真っ直ぐな視線から。


「信じられなくなったの」


「え？」


「男が信じられなくなった。それだけ」


目の奥が熱くなる。


冬真は、顔をくしゃくしゃにして泣きだした私を、グッと引き寄せた。


「俺のせい、か？」


頭を振って、否定する。


冬真の腕の中で、私は拳を握りしめた。


冬真は何も言わない。


私の答えを待っているんだ。


「お父さんが……出ていったの」


「……は？」


「浮気してたから、その女の人のところへ行ったんだと思う。それに、い、いっぱい借金を残していったから、だから私大学やめて働いたの。だけど仕事もクビになって、お母さんも倒れちゃって、それで……っ」


全部を吐き出すかのように、私は冬真に今までの事を話した。


言葉の順序も、頭の中もぐちゃぐちゃ。


こんな現実、消えてしまえばいいのに。


心の底からそう願った。


「瀬奈、もういいよ。話さなくていい。無理に聞いてごめん」


「……ごめんなさい、冬真……っ」


冬真は何も悪くないのに、私の勝手な心境の変化で関係を断ち切ってしまった。


冬真の腕に、力がこもる。


抱き合っているというよりは、お互いにしがみついている感じだった。


二つの影が一つになり、淡い月が私達を見下ろす。


「辛かっただろ」


ポンポン、と背中を二回叩かれる。


「俺に出来る事なら協力するから、何でも言えよ。……あっ、でも、今日みたいな額は毎回出せねーぞ！　今日はたまたま給料日だったから持ってただけで、俺だって貧乏大学生なんだからな！」


慌てて付け加える冬真。


私は服の袖で涙を拭いながら、小さな声で、


「知ってる」


と呟いた。


妙な沈黙が流れる。


冬真は口の端をひきつらせながら、私のほっぺたを指でつまんで引っ張った。


「お前、正直すぎ」


「……い、たい」


「ったく」


指が離れてからも、しばらくジンジンという小さな痛みは残っていた。


手のひらで擦りながら、私はポケットに手を突っ込む。


「冬真。これ、やっぱり返す」


そこから３万円を抜き取り、冬真の手に押しつけようとした。


だけど、冬真は受け取ってくれない。


頑なに拒まれ続けた。


「駄目だ」


「どうして？　私、冬真を利用して、お金取ろうとしたんだよ!?　最低だって思わないの!?」


私が逆の立場なら、きっとそう思ってる。


混乱していると、冬真は少し屈んで私と視線を合わせた。


「瀬奈。よく聞けよ」


「……え？」


「お前が俺を利用したんじゃない。俺がお前を利用したんだ」


どういう事？


冬真は、何を言ってるんだろう。


「あー……要するにだな、俺は瀬奈を、自分の意思で買ったって事だ。意味分かるか？」


「分からない」


私は間髪を入れずに答えた。


「だって、どうしてそうなるの？　冬真は私を利用なんてしてない！　それどころか、あんなに優しくしてくれたじゃない！」


「……瀬奈」


「悪いのは全部……きゃっ！」


突然、頭をぐいっと押えられ、思わず悲鳴を上げた。


抵抗しようとするけれど、男である冬真の力に勝てるはずもなく。


よく分からないまま、私は俯いて地面を見つめる体勢になる。


「お前は生きていくための金がほしい。そうだろ？」


「う、ん」


「それと同じように、俺もお前とヤりたいわけ。金払ってでもな。その、あれだ。溜まってんだよ」


冬真はそこで、言葉を切った。


ノロノロと時間が過ぎていく。


「ほら、俺だって最低だろ？　瀬奈を性欲処理に使ったんだぜ」


コンクリートに、ポタッと涙が落ちる。


私は目頭を押さえた。


冬真が、どうして私の頭を押さえたのか、わかってしまったんだ。


「冬真……っ」


冬真は、私が自分を責めないように、罪を背負おうとしてくれてる。


でも、無理だよ。


そんな事出来ない。


罪は、その人間から決して動かないから。


手に握り締めたままの３万円が、とてつもなく重い。


「───なぁ。窓から顔出してんの、千鶴ちゃんじゃないか？」


やっと冬真の手から解放され、私は顔を上げた。


冬真の言った通り、私の家の窓から千鶴が顔を出している。


落ち着かない様子で、辺りをキョロキョロと見回していた。


もう夜が明けるというのに、まだ起きていたんだろうか。


それとも……、


「ほんとだ……」


「瀬奈の事、待ってるんじゃね？　早く帰ってやれよ」


ぐしゃぐしゃと頭を撫でられる。


「じゃ、またいつでも呼べよな。……あっ、まさか、俺のメアド消してたりする？」


「け、消してなんてないけど、でも」


「そっか、良かった」


本当に、私達はそんな関係になるの？


自分で言い出した事なのに、これ以上進むのが凄く怖い。


……私って、どれだけ自分勝手なんだろう。


怒りを通り越して、呆れてしまう。


だけど、お金の問題は本当に深刻だ。


これ以上返済を滞らせたら、大変な事になる。


私が困惑しているのを見て、冬真はにやりと笑った。


「俺達、最低でもあと一回は会う事になるから、迷うだけ無駄だって」


「え？」


びっくりして目を見開かせる。


小さく手を振りながら、曲がり角へと消えていく冬真。


ポカンと口を開けてその場に突っ立っていた私は、数秒後に気づいた。


「……あっ、上着……！」





玄関口で靴と上着を脱ぎながら、大きな溜息を吐く。


冬真、わかってたクセにわざと言わなかったんだ。


だからあんな事を。


昔からそうだ。


いつも冬真は、私より何枚も上手うわて。


こんな風に言うのは変かもしれないけど、いつもしてやられる。


「お姉ちゃん、どこ行ってたの？」


リビングに入ると、千鶴が自分の部屋から出てきて腰に手を当てた。


もともと吊り目がちな目が、更に吊り上がる。


「えっ!?　ちょ、ちょっとそこまで散歩に……？」


目を逸らしながら言うと、千鶴は「はぁ？」と首を傾げた。


「何で疑問形なのよ。意味わかんないし」


はは、と笑って誤魔化しながら、冷蔵庫を開けて中を覗く。


「あーあ、心配して損した。ってかさ、お姉ちゃん、また仕事探してんの？」


千鶴の言葉に、飲んでいた麦茶を吹き出しそうになった。


「な、何で？」


必死に飲み込み、せき込みながら問いかける。


千鶴は無言で、求人情報誌を指差した。


あっと声をあげる。


そうだ、すっかり忘れてた。


椅子の上に置いたまま出てきてしまったんだ。


「お姉ちゃん、どんくさいからなー。どうせヘマやらかして、クビにでもなったんでしょ」


ズバリ言い当てられ、返す言葉を失う。


千鶴は肩をすくめ、大量にある借金の催促状を覗き込んだ。


「お姉ちゃんはさぁ、悩みすぎなの。悩んでも解決するわけじゃないし、もうちょっと気楽に生きなよー。こんなの、どうにかなるって。ほら、テイガクキュウフキン？とかもあるし」


「……千鶴は悩まなさすぎだよ」


昔から、正反対の姉妹だと言われ続けていて、自分でもそう思っていたけれど、ここまで強く感じた事は無かった。


呆れる事も多いけど、たまにその考え方が羨ましくなったりもするんだ。


「わかってるよ、うちがヤバいっていうのは。だから私もバイト増やしたじゃん。結構いいとこ見つかったし」


「その前に無駄遣いをやめなさいってば！」


「はいはーい」


適当な返事をして、千鶴は自分の部屋へと戻っていった。


溜息をつき、コップをテーブルの上に置く。


確かに、悩んでもこの状況が解決するわけではない。


とにかく今は何も考えず、新しい仕事を探そう。


見つかるまでは───……。


私は膝の上に置いていた上着を、そっと握り締めた。












５　限界












全ては自分が言い出した事。


そのくせ、私は迷っていた。


いざとなったら足がすくんで、罪悪感がどっと押し寄せてくる。


───冬真の優しさを利用出来るわけがない。


その結論に至る寸前までいっては、現実の苦しさが邪魔をした。


だけど……。


思考回路は同じところをグルグルと回るだけ。


結局何も決められず、時間だけが過ぎていく。


気がつけば、上着を返せないまま数日が経ってしまっていた。








「……おい、そこの女」


夕飯の買い物を終えて帰宅しようとした時、低い声が私を呼びとめた。


冬真との事を考えていた私はすぐに反応できず、気づいた時には腕を摑まれていた。


驚いて振り向くと、そこには男の人が二人立っていた。


前に、借金の返済を求めて家を訪ねてきた人達だ。


ただ、あの時のような営業スマイルは影を潜め、今は高圧的に私を見下ろしている。


「痛いっ、離して下さい！」


何よりも恐怖が先行し、私は身を引いた。


逃げ出したいのに、強く摑まれた腕がそれを許してくれない。


「あの家の娘だな」


「や……っ」


「買い物へ行っていたのか？　そんな金があるなら、借金を先にどうにかしてもらおうか」


───怖い。


このままじゃ殴られる……！


「あっ、おい待ちやがれ！」


私は必死に手を振り払うと、全速力で駆けだした。


わざと大通りを通って人ごみに紛れ、家に向かう。


それで何とか距離を開け、すんでのところで捕まらずに玄関のカギを閉める事が出来た。


だけど、


「おい開けろ！」


そんな怒声と共に聞こえてくる、荒々しく扉を叩く音。


私はガタガタと震える手で千鶴に電話をかけた。


『お姉ちゃん？』


「ち、千鶴？　今どこ？」


『え？　バイト先。もう家帰るとこだけど』


「まだ帰らないで！」


『はぁ？』


「家の前に、知らない男の人がいるの。多分、借金の取り立てに来たんだと思う……」


走った為に乱れた呼吸を落ち着けながら、必死に説明をする。


『……分かった』


千鶴は私の声色で事態の重さを悟ったのか、静かにそう呟いた。


『今日は友達んとこ泊まる』


「そうした方がいいかも……。とにかく一人で出歩かないで」


『お姉ちゃんはどうすんの？　大丈夫なの？』


「大丈夫、心配しないでいいから」


電源ボタンを押して通話を切ったあと、小さく息を吐いて冷や汗と涙を拭った。


まだ男の人達は外にいるらしい。


あまりに力強く叩くから、いつか扉が壊れてしまうんじゃないかと思った。


恐怖に全身が震える。


もうこんな生活は嫌───。


精神的に追い詰められそうになったその時、ハンガーにかけてあった冬真の上着がパサリと床に落ちた。


暫くそれを見つめたあと、私は何かに突き動かされたようにそれを摑み取った。


スニーカーを履いて勝手口をそっと開ける。


男の人達は勝手口に気付いていないみたいだ。


まだ怒声は続いている。


このままだと恐怖で頭がおかしくなってしまいそうで、私は自分の家から逃げ出した。





勢いで冬真の家まで来てしまったものの、どんな顔をして会えばいいのかとか、何て言えばいいのかとか……そんな事さえ、全く考えていなくて。


インターホンを押す事もなく、玄関の前で立ちつくしていた。


どうしよう。お礼も言わないといけないし、何日も上着を借りっぱなしだった事を謝りたい。


だけど、どうしてもあと一歩が……。


頭を悩ませていると、カンカンと、アパートの階段を上る音が背後から聞こえてきた。


───冬真だ。


心の準備が出来ていなかったから、咄嗟に隠れたい衝動に駆られたけれど、そんな事出来るはずもなく。


結局目が合ってしまい、私は作り笑いを浮かべた。


「冬真、久しぶり」


「瀬奈……」


「あの、これ返しに来たの。ずっと借りっぱなしでごめんなさい」


上着を手渡しながら謝る私に、冬真は意味ありげな笑みを浮かべた。


「やっと返しに来てくれた。あと二、三日遅かったら、連絡入れようと思ってたんだけどな」


冬真は玄関の鍵を開け、私が中に入れるようスペースを開ける。


「寒かっただろ。早く中に……」


「わ、私、これ返しに来ただけだから」


やっぱり無理だ、って思った。


冬真の家の匂いが懐かしすぎて、色んな思い出が蘇って。


自分から捨てた場所に、自分勝手な理由で再び踏み込む事なんて出来ない。


“家に一人でいるのは怖いから、一緒にいて”なんて、今の私の立場では言えない───。


今日は、少し遠いけど沙也のうちに泊まらせてもらおう。


「ちょっとぐらい上がっていけよ」


「これから沙也と遊びに行く約束してて……えーっと、あんまり時間ないの」


たった今思い付いたでまかせを言った私に、冬真はきょとんとして首をかしげた。


「遊びにって、手ぶらでか？　しかもすっぴんだし」


……しまった。


私、何も持ってきてない。


財布も携帯も、全部家に置いてきてしまった。


今ここにあるのは冬真の上着だけだ。


電車賃もないし、沙也に連絡も取れない。


ここで冬真に噓をつき通したとしても、そのあと私はどうすれば……。


自分の間抜けさに呆然としていると、冬真が怖い顔で私を見下ろしてきた。


……完全にバレてる。


「……ごめんなさい、噓です」


視線に耐えきれず、謝罪の言葉を口にする。


すると少しだけ冬真の表情が和らいだ気がした。


「とにかく、中入れ。体冷たくなってんぞ」


肘の辺りを摑まれ、引きずられるようにして家の中へ入る。


冬真が入れてくれた温かいコーヒーを飲んで、ちょっとだけ喋って、そのあと沈黙が訪れた。


コーヒーも無くなってしまい、どうしようと内心焦っていると、冬真が静かに尋ねてきた。


「このあと、どうする？　瀬奈」


「……え」


「家、帰る？　それとも───泊まっていくか？」


冬真はマグカップを置くと、まっすぐに私を見据えてきた。


それが何を意味するのか、お互いに分かってはいたけれど、口には出さなかった。


今日体験した恐怖が次々に蘇って、頭の中を支配する。


自分の家なのに、帰るのが怖い。


これからも、ずっとあんな生活が続くのだとしたら───……。


震える手を握り締めながら俯き、ぎゅっと目を瞑った。


時間の経過がやけに遅く感じ、息が詰まる。


それでも私は顔を上げ、重い口を開けた。


後悔と罪を重ねる為に。





行為を終えて暫くすると、冬真の寝息が聞こえてきた。


真っ暗闇の中、私は冬真の腕の中で背中を丸め、両手で顔を覆う。


「……っく……ぅ……」


出来る限り声を押し殺して、泣いた。


自己嫌悪と涙が止まらない。


───結局、私は冬真を利用してしまっている。


大好きだった人なのに。


愛していたのに。


どうして、私は。


一人では何も出来なくて、人の優しさに最低な甘え方をして……。


それが分かっているくせに、過ちを繰り返す。


そんな弱くて卑怯な自分が、大嫌い。


大嫌いだ。


私は、自己嫌悪に陥りながら家に戻った。





「おーい！　瀬奈、起きろ」


「んー……？」


重い瞼を無理やり開いて、私は目の前にいる冬真をボンヤリと見つめた。


「お前、もうすぐバイトの時間だろ？」


時計を指差す冬真。


その手には何故か、マグカップが握りしめられている。


私はその一言で飛び起きた。


午後５時半。


バイトは６時からだ。


「あーっ」


「ほら、これ服」


呆れ気味の冬真に衣類の塊を手渡され、慌てて袖を通す。


「はは、いい眺めー」


「も、もう！　じろじろ見ないでよ！　着替えにくいっ」


ニコニコ笑いながら見てくる冬真に、私は背を向けた。


「いいじゃん、別に」なんて言いながら、冬真はむくれる。


「ええっと、ブラシどこだっけ」


「洗面所にあったと思うけど」


「あ、そっか。私が置いたんだった」


私は洗面所に駆け込み、服のボタンを留めながらブラシで髪を整える。


跳ねた部分は水で何とか落ち着かせるしかなかった。


ここは冬真の家だから、ヘアアイロンなんてものは無いからだ。


あるとしたら、男もののハードなワックスくらい。


冬真はいいって言ってくれてるし、一度使ってみようと思ったりもしたけど、何となく手を伸ばせないでいる。





───あれから、私と冬真はたびたび会っている。


小さなアパートで繰り返される、私達の妙な関係。


……最後の、お金のやり取りさえ無ければ、私達は普通のカップルに見えるんだろうな。


鏡に映る、首筋についた赤い印を見ながら、私は顔を曇らせた。


普通のカップルになれない事を悲しんでるわけじゃない。


冬真にこんな事をさせてしまっている、自分への嫌悪感からだ。


「瀬奈？」


洗面所の入り口に手をかけて、冬真がひょっこりと顔を出した。


「ブラシ見つけた？」


「うん、あったあった。用意できたから、もう行くね」


「あ、待てって。まだちょっと時間あるし、ココア入れたから飲んでいけよ」


「ココア!?」


私は顔を輝かせた。


そしていそいそとリビングに向かい、さっき冬真が持っていたマグカップに口をつける。


甘いチョコレートの味が口の中に広がり、一瞬で幸せな気分になった。


「はーおいしー。これでホイップクリームがついてれば、最高なのに」


「えっ……その甘ったるい飲み物の上にさらにホイップのせんのか？　気持ち悪くなりそー。つーか、太るぞ」


「い、いいのっ、太っても！　おいしいから！」


本当は全然よくないけど。


心の中でこっそりそう呟き、眉間にシワを寄せながら再びマグカップを傾ける。


「……そーだな、うん。お前、ちょっと太った方がいいよ」


立ったまま椅子の背に肘をつき、冬真は苦笑いをした。


「え？」


「瘦せすぎ」


「えー……そうかなぁ。全然わかんない」


そういえば、最近体重測ってないな。


今日、お風呂上りに一度体重計に乗ってみよう。


「鏡見て、何か思わねーの？」


「思わないよ？」


ごちそうさま、と言いながらマグカップを流し台に置き、時計を見る。


「うわっ、時間ない！　ごめん、もう行くね！」


「飯、ちゃんと食ってるのか？」


玄関口で靴を履はく私の後ろで、冬真は心配そうに話しかけてくる。


「食べてるよ。昨日は……あれ、何だっけ。あっ、ハンバーガーだ」


「ハンバーガーかよ……もうちょっと栄養のあるもん食えって。三つもバイト掛け持ちしてんだから」


額に手をあててうな垂れる冬真。


私は扉を開けながら明るく言った。


「うん、わかった。ありがと！」


冷たい風が、暖房で暖まった部屋に滑り込んでくる。


心配してくれた事が嬉しくて、機嫌よく家を出ようとしたのに、


「頼むぜ。俺、ちょっと柔らかいくらいの方が好みだからな」


なんて言うもんだから、気分が台無しだった。


「冬真、何か最近変態っぽい……」


「うわ、ちょっと、マジ引きすんなって！　冗談だから！」


本気で慌てる冬真に、クスクスと笑いながら私は手を振る。


「じゃ、行ってきまーす」


「おー」


古ぼけたアパートの階段を下り、閑静な住宅地を抜けて大通りの方へ向かう。


一気に多くなる人通り。


雑踏に揉もまれるようにして、前へと進む。


途中、お洒落な服を着込んだマネキンが立ち並ぶ、ショーウィンドウに映った自分をじっと見つめてみた。


冬真は私の事を瘦せたと言っていたけど、やっぱり自分ではよくわからない。


でも、よく見るとクマが出来ていて、顔色はあまり良くないように思う。


疲れから、だろうか。


なかなか仕事が見つからなくて困り果てた私は、痺しびれを切らして三つのバイトを始めた。


スーパーのレジと、映画館の受付、そして今から行く居酒屋。


空いた日には、短期のアルバイトを入れた。


自分でも、びっくりするくらい働いてるなと思う。


だけど、しんどかったのは最初だけで、今はもう慣れた……はずなんだけど。


ふーっと長く息を吐く。


貯めても貯めても、借金の返済や利子、生活費に消えていく給料。


まるで穴が空いたバケツに、ひしゃくで水を入れているみたいだ。


それでも、少しずつだけど借金は減ってはいる。


「おはようございます！」


私が店に入ると、レジの前に立っていた同期の女の子が顔を上げた。


「あっ、瀬奈ちゃーん！　今日、めちゃくちゃ忙しいんだよ。もう私死にそう」


「そんなに!?　じゃあ、早めに入るね」


「本当!?　助かるー」


急いで更衣室に入り、制服に着替える。


その時、鞄に見覚えのない封筒が入っているのを見つけた。


中には万札。


私が寝ている間に、冬真が入れたんだ。


私は俯きながらロッカーに鍵をかけ、更衣室から出た。


───私には、決意した事がある。


今は無理だけど、余裕が出来たら冬真にお金を返していこうと思っているのだ。


本来なら絶対に貰ってはいけないお金なんだから、それは当たり前の事。


だから私は、働き続ける。


……それしか道はないんだ。


全てが終わるのは、一体いつになるんだろう。





お母さんのお見舞いを終えて、私は冬真の家へと向かっていた。


今日はかなり暖かい方だと天気予報では言っていたのに、何だかとても寒い。


マフラーで半分顔を隠しながら、横断歩道を渡る。


ふと顔を上げると、冬真がコンビニの袋を持ってアパートに入って行くのが見えた。


「あっ、冬……わっ！」


走り出そうとした時、何もないところでつまずいて、何と盛大に転んでしまった。


気づいた冬真がぎょっとして私の元に駆け寄ってくる。


「お、おい、大丈夫か!?」


「あ、あはは。平気。大丈夫」


恥ずかしさに赤面しながら、私は起き上がった。


慌てて、服についた汚れをはたく。


何やってるんだろう。


自分でもびっくりだ。


「瀬奈、膝！　血出てんじゃん」


冬真は散らばった私の荷物を拾い上げながら、そう言った。


見ると、彼の言った通り膝が真っ赤になって、流れた血がブーツを汚していた。


「うわっ、ほんとだ……でも、見かけよりは全然痛くないよ」


タンスの角に足の小指をぶつけた時の方が、よっぽど耐えられない痛さだ。


本当に大丈夫だったから、軽く考えていた。


だけど、冬真は違ったみたいだ。


「菌でも入ったら大変だから、早く消毒しよう。それから……瀬奈、お前病院行け」


「びょ、病院!?　大げさだよ！　こんな大した事ない怪我で」


目を丸くすると、冬真は小さく首を振った。


「違う。その膝の怪我じゃなくて……あぁ、まぁいいや。先に家入ろう。寒いんだろ？」


「う、うん……」


スタスタと階段を上がっていく冬真のあとを、私は不思議に思いながら追いかけた。





ソファーに座って傷口の消毒をしてもらいながら、腕をさする。


どうやら転んだ時にコンクリートにぶつけたらしい。


今まで気づかなかったけど、青痣あざが出来てしまっている。


「ありがと、冬真」


絆創膏ばんそうこうを貼りながらお礼を言うと、冬真は腕を組み、真剣な表情で私を見下ろした。


「瀬奈、転んだのって今日だけじゃないだろ」


「あー、そういえば最近、何もないところでよく転ぶかも。……って、何で知ってるの？」


「こんなにたくさんの痣があったら気づくっての」


驚いて聞き返す私に、冬真はサラリと答えた。


「普通、そんな何回も転ばなくないか？」


反論出来なくて、私はうっと言葉を詰まらせる。


「だから、マジでガタがきてるんだって、体に。お前、ぶっ続けで働きすぎだよ」


そんな冬真の指摘に、さっき病院でお母さんとかわした会話を思い出した。





『お母さん、体の具合はどう？』


『ええ、私は大丈夫だけど……。瀬奈、最近はあなたの方がずっとやつれて見えるわよ』





冬真に瘦せすぎだと言われてから、ご飯はちゃんと食べるようにしてる。


今、私まで倒れるわけにはいかないからだ。


だけど……体重は減り続ける一方。


「バイト、もう少し減らせないのか？」


「無理だよ……今でさえギリギリなのに」


二人して顔を曇らせる。


冬真は腕を組んで、視線を落とした。


「……父親は今、どこにいるか分からないんだよな」


「うん。連絡もつかない」


「くそっ、何考えてんだ。女ばっかの家庭は大変だってわかってるだろうに」


「見つけても、きっとあの人は私達の為に何もしてくれないよ」


部屋が静まり返り、暗い雰囲気が立ちこめ始める。


冬真が無言で、服を脱ぎ始める私を見た。


「私達の心配なんて全然してないから、浮気して、借金残して出て行ったんでしょ。別にもう何の期待もしてないし、どうだっていい。怒る気もしない」


「……瀬奈」


「それより冬真、早くしよ？　私このあとバイトだから、あんまり時間ないの」


下着姿になってベッドの縁に座り、冬真の腕を引く。


でも、冬真は動いてくれなかった。


「冬真？」


「今日はやめとこう」


そう言いながら、私の肩に服を掛ける。


拒まれたのは初めてで、私は愕然がくぜんとした。


「え……っ、どうして？」


「朝早くから働いて、そのあと見舞いにも行って、これからまたバイトだろ？　ちょっとは休んだ方がいい」


「そ、そんな！」


咄嗟とっさに立ち上がり、冬真の胸にすがった。


「今日までにお金払わないと、また利子が増えて、また大変な事に……」


「ん、だから金は渡すよ」


「それは駄目！」


大きく首を振る。


体を売る事自体が“駄目”なのに、私は何を偉そうに否定しているんだろう。


暫く考えて、私はハッとした。


恐る恐る、自分の腹部に手を当てる。


ろっ骨による線がうっすらと浮かび上がっていて、“瘦せてる”よりも“ガリガリ”という表現の方が合っている気がした。


「それとも、こんな体じゃ魅力無い……？」


「そうじゃない！　だから俺はお前の体調が」


「うそ。嫌になったんでしょ？　もう」


ああ、私、捨てられるんだ。


寂しい。孤独が急に怖くなる。


───冬真も、私と別れた時にはこんな気持ちになったんだろうか。


「それならそうって、ストレートに言ってくれればいいのに。冬真は優しすぎるんだよ」


「……お前、ほんとにおかしいぞ。何言ってんだよ」


冬真は眉間にシワを寄せ、たしなめるような口調でそう言った。


「おかしくなんかない。だって私、脱いでるのに。冬真はしたくならなかったんでしょ？魅力が無いって事じゃない」


「あのな、性欲を最優先させるわけねぇだろ」


冬真の言葉に、私はぐっと目を細めた。


フローリングの床を見つめ、口をつぐむ。


私の態度に驚いたのか、冬真は小さく息を呑んだ。


そして短い静寂のあと、沈んだ声で、


「……瀬奈。お前、本当に信じられなくなったんだな」


と呟いた。


見えなくても、今、冬真がどんな顔をしているか嫌というほど分かる。


それを目まの当たりにするのが怖くて、顔を上げる事が出来なかった。


「俺の事はどこかで……って期待してたけど、やっぱ駄目か。まぁ、仕方ないよな」


冬真はそっと私の体を自分から引き離す。


そして静かに笑った。


「今日は、代わりに飯作ってくれないか？　何か、ウマいもんが食べたい気分なんだ」





鍋の中でグツグツと音を立てていた煮汁がほとんど無くなったのを見計らって、私は火を止めた。


冷蔵庫にジャガイモがたくさんあったから、肉じゃがを作ったのだ。


お椀によそったご飯と肉じゃがを、テレビを見て待っていた冬真の前に置く。


どっちも出来たてだから、白い湯気が立ち上っていた。


「お、うまそー。いただきます！」


「もうちょっと味濃い方が良かったかな？」


「ん！　うまい。ちょーどいい！」


「そう？」


さっきの気まずい雰囲気が噓だったかのように、冬真は明るく振る舞っていた。


気を使ってくれてるんだと思う。


私は冬真のように上手く切り替える事が出来ず、向かい側に座ってずっとソワソワしていた。


「男の一人暮らしだと、やっぱ晩飯がカップ麵とかばっかになるんだよなぁ。だからこういう……お袋の味っぽい料理が恋しくなるわけ」


「へ、へぇ」


私より冬真の方が、食生活を見直した方がいいんじゃ……。


そんな事を思いながら、相槌を打つ。


「いいよな、何かこういうの」


冬真は箸でジャガイモをつつきながら、上機嫌で話を続ける。


「ほら、まるで新婚───……」


そこで、言葉は切られた。


二人でハッとして、目をそらす。


「あ、ご、ごめん。冗談、だから」


「うん……」


「あー、あのさ。瀬奈って、やっぱり結婚とかしないんだよな」


止まっていた手を動かし、冬真は言った。


───結婚。


付き合っていた頃は、いつか冬真と……なんて夢見てた。


でも今は、相手が誰であっても到底考えられない。


たとえこの先、どんな素敵な人が現れようとも、私はその手を取らないだろう。


私にとって結婚は、一生縁の無いものだと思う。


「……恋愛自体、しないから」


私が短く答えると、冬真は空笑いを浮かべた。


「そっか。何か、寂しいな」


「え？」


「いや俺さ、付き合ってた時、絶対に瀬奈と結婚するんだーって思ってたんだ。中学の時からだぜ？　早いっつーのな」


おかわり！と言いながら、冬真は立ち上がって鍋を覗き込み、お椀に肉じゃがを山盛り入れる。


私は机の下で、手をぎゅっと握りしめた。


───冬真も、同じ事を思っていたんだ。


「冬真、ごめんなさ……」


「あっ！　別に振られた事への当てつけに言ったわけじゃないんだ！」


冬真は振り返りながら、慌てて私を遮った。


びっくりして、肩を跳ね上がらせる。


「だから、謝んなって。……ちょっと虚しいし、さ」


最後に付け加えられた言葉に、心臓を直接摑まれたかのような感覚に陥る。


何となく会話が続かなくなって俯いていると、冬真の視線を感じた。


あまりにもじーっと見つめられるので、戸惑いながら首を傾げる。


「な、何？」


「お前は肉じゃが食わねぇの？」


「え？」


まさか結婚云々の話から肉じゃがの話題に戻るとは思わず、ポカンと口を開ける。


けれど冬真は話の流れの不自然さなど、気にも留めていないようだった。


「私はいいよ、あんまりお腹すいてないし。……あ、そうだ。その肉じゃが残ったら、コロッケにすると美味しいよ」


「え？　肉じゃがでコロッケ？」


「うん。潰して、片栗粉を入れて……普通にコロッケの作り方で出来るから。簡単だけど美味しいと思う」


この間試してみたレシピを説明すると、冬真は顔を輝かせた。


「すげぇ！　やってみるわ。つーかさ、瀬奈って昔から料理得意だよなぁ。レパートリー広いし」


「んー、得意っていうか、単に好きなだけだよ」


「でも、ここまで上手いんだったら、これを活かせる仕事とかが見つかればいいのにな」


冬真のその一言に、私は虚を衝つかれたような気分になった。


盲点だった。


料理は本当に好きなだけで、調理師の資格を持っているわけでは無かったから。


「料理かぁ。そういう仕事、あればいいなぁ。好きな事を仕事に出来るって、幸せかも」


テーブルに肘をつきながら、私はうっとりとする。


そんな私を見て、冬真はずっと微笑んでいた。





23時30分。


やっと全ての仕事を終え、私は帰路についていた。


今日はスーパーの特売の日でやたらお客さんの数が多く、いつも以上に疲れ果てている。


ずっと立ちっぱなしだったから、足と腰がズキズキと痛んだ。


「疲れたー」


口に出したところで疲れが癒いえるわけでもないけど、周りに誰もいないのをいい事に、一人で呟いた。


長く息を吐いて、夜空を見上げる。


いつからか、一日の終わりにはそうするのが日課になっていた。


空を見ていると、何だか落ち着くからだ。


だけど、今日は様子が違った。


頭がぼんやりとして、星がぐるぐる回っているかのような錯覚に陥る。


鞄が落ちて、中からポーチや財布が飛びだした。


「あ……れ……」


そのままクラッと目まいがして、地面に膝と手をつく。


胸の圧迫感のせいで息苦しく、手足が痺れる。


これは、ただの貧血なんだろうか。


貧血なら、今までに何度か経験があるけど、今回のは違う気がする。


そう思った瞬間、どっと不安が押し寄せてきた。


私、死ぬの？


こんなところで、しかも一人で？


嫌、だ。


恐怖と苦痛に苛まれ、その場にうずくまった。


その時、黄色い光が私を照らした。


車が、私の目の前で止まっている。


運転手が降りて、私の元に歩いてきた。


「大丈夫？」


声からして男の人だとは思うけど、顔を見る余裕は私には無かった。


「───そうじゃないね。全然」


男の人はクールにそう言うと、膝の下と背中に手を回し、私をひょいっと持ち上げた。


そのまま目の前が真っ暗になり、意識が遠くなった。


溺おぼれてしまいそうな闇の中で、私はひたすら打ち震えていた。





Ｔｒｕｓｔ


－下巻につづく－
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